
住
民
感
情
軽
視
―
秋
田
知
事

い
が
あ
る
。

　

政
府
は
、
北
朝
鮮
の
「
完

全
か
つ
検
証
可
能
で
不
可
逆

的
な
非
核
化
（
Ｃ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
）」

を
確
実
に
達
成
す
る
に
は
、

日
本
が
日
米
連
携
に
基
づ
き

関
与
を
強
め
る
必
要
が
あ
る

と
判
断
し
て
い
る
。
た
だ
米

朝
協
議
で
北
朝
鮮
が
黒
鉛
炉

の
解
体
に
応
じ
て
も
、
実
際

の
要
員
派
遣
に
は
日
本
国
内

で
の
調
整
や
、
北
朝
鮮
の
同

意
が
必
要
に
な
る
。

　

日
本
政
府
関
係
者
に
よ
る

と
、
１
２
日
の
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
の
米
朝
首
脳
会
談
を
受

　
【
共
同
】
小
野
寺
五
典
防
衛
相
は
２
２
日
、
政
府
が
ミ
サ
イ
ル
防
衛
強
化
策
と
し
て
導
入
を
目
指
す
地
上
配
備
型

迎
撃
シ
ス
テ
ム
「
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
」
を
巡
り
、
候
補
地
の
山
口
、
秋
田
両
県
を
相
次
い
で
訪
れ
「
北
朝
鮮
の

脅
威
は
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
」
と
配
備
へ
の
理
解
を
要
請
し
た
。
山
口
県
の
村
岡
嗣
政
知
事
は
「
納
得
で
き
る
説

明
を
し
て
ほ
し
い
」
と
要
求
。
秋
田
県
の
佐
竹
敬
久
知
事
は
「
地
元
感
情
を
軽
視
し
て
い
る
」
と
反
発
し
た
。
米
朝

の
緊
張
緩
和
を
受
け
、
地
元
説
得
の
難
し
さ
が
鮮
明
と
な
っ
た
。

北
朝
鮮
脅
威
不
変
―
防
衛
相

ワ
ッ
ト
）
の
解
体
で
合
意
し

た
場
合
、
側
面
支
援
し
た
い

考
え
だ
。
複
数
の
日
本
政
府

関
係
者
が
明
ら
か
に
し
た
。

非
核
化
プ
ロ
セ
ス
に
積
極
貢

献
の
姿
勢
を
示
し
て
進
展
を

促
す
と
と
も
に
、
北
朝
鮮
問

題
で
の
孤
立
を
回
避
す
る
狙

　
【
共
同
】
政
府
が
北
朝
鮮

の
非
核
化
に
向
け
、
日
本
の

核
専
門
家
を
北
朝
鮮
に
派
遣

す
る
用
意
が
あ
る
と
米
国
に

伝
達
し
て
い
た
こ
と
が
２
２

日
、
分
か
っ
た
。
廃
炉
作
業

中
の
日
本
原
子
力
発
電
東
海

原
発
（
茨
城
県
）
で
得
た
知

見
を
活
用
。
今
後
の
米
朝
協

議
が
北
朝
鮮
・
寧
辺
に
あ
る

黒
鉛
減
速
炉
（
５
千
キ
ロ

黒
鉛
炉
解
体
、
側
面
支
援

地上イージスに地元反発

藤
井
七
段
が

王
座
戦
４
強

将
棋
、
初
挑
戦
に
あ
と
２
勝

非
核
化
で
政
府
、
米
に
伝
達

北
朝
鮮
へ
専
門
家
派
遣
の
用
意

自
民
総
裁
選
９
月
２
０
日
で
調
整

首
相
ら
来
月
出
馬
表
明
へ

「イージス・アショア」の配備を巡り、秋田県の佐竹敬久知事（右端）と
会談する小野寺防衛相（左奥）＝２２日午後、秋田県庁（共同）

新
燃
岳
が
爆
発
的
噴
火

４
月
５
日
以
来

ゴ
ー
ン
氏
、
ル
ノ
ー
支
配
否
定

日
産
、
三
菱
自
の
独
立
維
持

　
【
共
同
】
自
民
党
執
行
部

は
安
倍
晋
三
総
裁
（
首
相
）

の
任
期
満
了
に
伴
う
総
裁
選

を
「
９
月
７
日
告
示
―
２
０

日
投
開
票
」
の
日
程
で
実
施

す
る
方
向
で
調
整
に
入
っ

た
。
党
関
係
者
が
２
１
日
、

明
ら
か
に
し
た
。
９
月
下
旬

に
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
予
定

さ
れ
る
国
連
総
会
で
の
一
般

討
論
演
説
の
前
に
総
裁
を
選

時
９
分
、
宮
崎
、
鹿
児
島
県

境
に
あ
る
霧
島
連
山
・
新
燃

岳
（
１
４
２
１
メ
ー
ト
ル
）

で
爆
発
的
噴
火
が
発
生
し

た
。
気
象
庁
に
よ
る
と
、
噴

煙
は
火
口
か
ら
２
６
０
０

メ
ー
ト
ル
ま
で
上
が
り
、
大

き
な
噴
石
が
火
口
中
心
か
ら

１
・
１
キ
ロ
ま
で
飛
散
し
た
。

爆
発
的
噴
火
は
４
月
５
日
以

来
。

　

気
象
庁
は
噴
火
警
戒
レ
ベ

ル
３
（
入
山
規
制
）
を
維
持

し
、
火
口
か
ら
約
３
キ
ロ
の

範
囲
で
噴
石
の
飛
散
に
、
約

２
キ
ロ
の
範
囲
で
火
砕
流
に

警
戒
す
る
よ
う
呼
び
掛
け
て

い
る
。

　

宮
崎
、
鹿
児
島
両
県
に
よ

る
と
、
こ
れ
ま
で
に
け
が
人

や
家
屋
損
壊
な
ど
の
被
害

は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
宮

崎
空
港
と
鹿
児
島
空
港
の
発

着
便
に
も
影
響
は
出
て
い
な

い
。
宮
崎
地
方
気
象
台
（
宮

崎
市
）
で
、
体
に
わ
ず
か
に

感
じ
る
程
度
の
空
振
を
観
測

し
た
。

　

新
燃
岳
で
は
３
月
６
日
に

７
年
ぶ
り
の
爆
発
的
噴
火
が

起
き
て
以
降
、
活
発
な
火
山

活
動
が
続
い
て
い
る
。
今
月

　
【
共
同
】
三
菱
自
動
車
の

カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン
会
長
は

２
２
日
、
フ
ラ
ン
ス
の
自
動

車
大
手
ル
ノ
ー
と
の
資
本
関

係
に
つ
い
て
「
三
菱
自
や

（
ゴ
ー
ン
氏
が
会
長
を
兼
務

す
る
）
日
産
自
動
車
が
、
ル

ノ
ー
の
完
全
子
会
社
に
な
る

可
能
性
は
ゼ
ロ
だ
」と
述
べ
、

ル
ノ
ー
に
よ
る
支
配
を
否
定

し
た
。「
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
が
基
本
だ
」
と
も
指

摘
し
、
グ
ル
ー
プ
３
社
の
独

立
性
を
維
持
す
る
考
え
を
示

し
た
。

　

ル
ノ
ー
会
長
も
務
め
る

ゴ
ー
ン
氏
は
３
社
連
合
の
資

本
関
係
を
再
構
築
す
る
必
要

性
を
指
摘
し
、
日
産
と
ル

ノ
ー
の
経
営
統
合
の
可
能
性

に
言
及
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
た
だ
自
ら
の
退
任
を
に

ら
み
、「
ポ
ス
ト
ゴ
ー
ン
体

１
０
０
万
バ
レ
ル
増
産
で
暫
定
合
意

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
、
７
月
か
ら

制
」
づ
く
り
を
加
速
す
る
た

め
グ
ル
ー
プ
の
友
好
関
係
を

優
先
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　

三
菱
自
は
２
２
日
、
東
京

都
内
で
定
時
株
主
総
会
を
開

催
。
株
主
か
ら
は
ル
ノ
ー

に
よ
る
支
配
を
心
配
す
る
質

問
が
飛
ん
だ
。
会
長
再
任
が

決
ま
っ
た
ゴ
ー
ン
氏
は
「
日

産
と
三
菱
自
は
（
完
全
な
統

合
に
よ
っ
て
）
同
じ
会
社
に

す
る
つ
も
り
は
ま
っ
た
く
な

い
」
と
説
明
。
三
菱
自
が
ル

ノ
ー
や
日
産
に
乗
っ
取
ら
れ

　
【
ウ
ィ
ー
ン
共
同
】
石

油
輸
出
国
機
構
（
Ｏ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
）
は
２
２
日
、
ウ
ィ
ー

ン
で
定
時
総
会
を
開
い
た
。

２
０
１
７
年
１
月
か
ら
続
け

て
き
た
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
と

前
倒
し
は
な
い
」
と
明
言
し

た
。
別
の
関
係
者
は
「
総
裁

選
で
信
任
を
得
た
人
が
国
連

の
場
に
立
つ
べ
き
だ
」
と
指

摘
し
た
。

　

総
裁
選
を
巡
り
、
連
続
３

選
に
意
欲
を
示
す
首
相
は
７

月
２
２
日
の
会
期
末
に
合
わ

せ
た
記
者
会
見
で
立
候
補
を

表
明
す
る
と
の
見
方
が
出
て

い
る
。
石
破
氏
は
国
会
閉
会

後
に
首
相
の
出
方
を
見
て
出

馬
表
明
す
る
見
込
み
だ
。
立

候
補
す
る
か
ど
う
か
明
確
に

し
て
い
な
い
岸
田
文
雄
政
調

会
長
は
７
月
２
６
、２
７
両

日
の
派
閥
研
修
会
で
態
度
表

明
す
る
案
が
有
力
。
野
田
聖

子
総
務
相
は
推
薦
人
が
２
０

人
集
ま
る
か
を
見
極
め
て
か

ら
判
断
を
示
す
。

　

総
裁
選
は
規
程
に
基
づ

き
、
国
会
議
員
投
票
日
の

１
２
日
前
ま
で
に
告
示
さ
れ

る
。
離
島
に
立
候
補
者
の
所

見
な
ど
を
郵
送
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
土
曜
日
の
９
月

８
日
で
は
な
く
、
１
３
日
前

の
平
日
の
７
日
と
固
ま
っ

た
。

非
加
盟
国
の
協
調
減
産
の
規

模
縮
小
を
議
論
し
、
ロ
イ

タ
ー
通
信
に
よ
る
と
、
７

月
１
日
か
ら
非
加
盟
国
と

協
調
し
て
世
界
の
供
給
量

の
約
１
％
に
相
当
す
る
日
量

１
０
０
万
バ
レ
ル
増
産
す
る

こ
と
で
暫
定
合
意
し
た
。
最

近
の
原
油
高
に
対
応
す
る
。

　

原
油
安
へ
の
対
応
策
と
し

て
始
ま
っ
た
協
調
減
産
は
、

原
油
を
安
定
的
に
供
給
し
原

油
価
格
の
激
し
い
変
動
を
抑

え
る
た
め
、
新
た
な
段
階
に

入
る
。

　

ロ
イ
タ
ー
な
ど
に
よ
る

と
、
声
明
に
具
体
的
な
数
値

は
盛
り
込
ま
れ
な
い
見
通

し
。
増
産
に
対
応
で
き
な
い

産
油
国
が
あ
る
と
み
ら
れ
、

実
質
的
に
は
日
量
６
０
万
バ

レ
ル
程
度
増
に
な
る
と
い

う
。

　

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
や
ロ
シ

ア
な
ど
協
調
減
産
の
参
加
国

は
２
１
日
、
取
り
組
み
状
況

を
確
認
す
る
減
産
監
視
委
員

会
を
開
催
。
イ
ラ
ン
の
ザ
ン

ギ
ャ
ネ
石
油
相
は
増
産
案
に

反
発
し
、
途
中
で
退
席
し
た

と
伝
わ
っ
た
。
２
２
日
午
前

も
サ
ウ
ジ
と
イ
ラ
ン
な
ど
が

協
議
を
続
け
、
総
会
開
始
が

大
幅
に
遅
れ
た
。

　

総
会
で
は
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
加
盟

国
と
非
加
盟
の
産
油
国
が
原

油
市
場
を
監
視
し
、
必
要
に

応
じ
て
共
同
で
対
応
す
る
枠

組
み
を
無
期
限
で
延
長
す
る

案
な
ど
も
検
討
。
２
３
日
に

は
非
加
盟
国
と
の
会
合
を
開

く
予
定
と
し
て
い
る
。

　

協
調
減
産
見
直
し
の
検
討

に
入
っ
た
背
景
に
は
、
５
月

ご
ろ
に
原
油
価
格
が
上
昇
し

た
こ
と
が
あ
る
。
米
国
が
イ

ラ
ン
核
合
意
か
ら
の
離
脱
を

表
明
し
た
こ
と
で
供
給
不
安

が
広
が
り
、
一
時
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
原
油
先
物
相
場
が
１

バ
レ
ル
＝
７
０
ド
ル
を
超
え

た
。

　

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
協

調
減
産
に
よ
っ
て
原
油
価
格

が
不
当
に
高
く
な
っ
た
と
批

判
し
、
減
産
参
加
国
の
協
議

に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
経
済
危
機
に
陥
っ

て
い
る
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
生
産

量
が
著
し
く
減
少
。
需
要

を
満
た
す
だ
け
の
供
給
が
確

保
で
き
る
か
不
透
明
に
な
っ

た
た
め
、
サ
ウ
ジ
や
ロ
シ
ア

は
対
応
が
必
要
だ
と
判
断
し

た
。

爆発的噴火を起こし噴煙を上
げる霧島連山・新燃岳＝２２
日午前９時１５分、鹿児島県
霧島市から（共同）

け
、
日
米
両
政
府
が
東
京
都

内
で
高
官
協
議
を
開
催
。
日

本
側
は
、
国
際
原
子
力
機
関

（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
が
北
朝
鮮
に

査
察
に
入
る
場
合
の
初
期
費

用
の
負
担
に
加
え
、
非
核
化

作
業
自
体
に
も
積
極
的
に
協

力
す
る
考
え
を
説
明
し
た
。

　

北
朝
鮮
の
非
核
化
を
巡
っ

て
は
、
最
も
重
要
な
核
兵
器

の
廃
棄
に
加
え
、
核
兵
器
用

の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
生
産
す

る
黒
鉛
炉
の
無
能
力
化
や
解

体
が
焦
点
と
な
っ
て
い
る
。

北
朝
鮮
は
黒
鉛
炉
の
使
用
済

み
核
燃
料
か
ら
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
を
抽
出
し
、
少
な
く
と
も

２
０
０
６
年
と
０
９
年
の
核

実
験
に
使
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

日
本
政
府
は
、
１
９
９
８

出
す
る
判
断
に
傾
い
た
。
首

相
や
石
破
茂
元
幹
事
長
は
通

常
国
会
会
期
末
に
合
わ
せ
て

７
月
下
旬
に
立
候
補
を
表
明

す
る
見
通
し
で
、
論
戦
は
国

会
閉
会
後
に
本
格
化
し
そ
う

だ
。

　

安
倍
総
裁
の
任
期
は
９
月

３
０
日
ま
で
。
総
裁
公
選

規
程
は
投
票
日
を
「
任
期
満

了
日
前
１
０
日
以
内
」
と
定

め
て
お
り
、
２
０
日
は
最
も

早
い
投
開
票
日
の
日
程
と
な

る
。
党
執
行
部
は
８
月
下
旬

に
総
裁
選
挙
管
理
委
員
会
や

総
務
会
で
日
程
を
正
式
決
定

す
る
段
取
り
を
描
く
。
地
方

票
（
党
員
・
党
友
票
）
は
９

月
１
９
日
に
締
め
切
ら
れ
る

予
定
。

　

党
内
で
は
９
月
下
旬
の
国

連
総
会
に
加
え
、
９
月
中
旬

に
ロ
シ
ア
極
東
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ク
で
東
方
経
済
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
予
定
さ
れ
、
い
ず
れ
も

北
朝
鮮
の
金
正
恩
朝
鮮
労
働

党
委
員
長
が
出
席
す
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
か
ら
「
日
朝

首
脳
会
談
の
た
め
に
総
裁
選

を
前
倒
し
す
べ
き
だ
」
と
の

声
も
あ
る
。
し
か
し
、
党
幹

部
は
記
者
団
に
「
総
裁
選
の

る
と
の
懸
念
に
対
し
「
乗
っ

取
る
つ
も
り
な
ら
全
部
の
株

式
を
買
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

そ
う
し
な
か
っ
た
の
は
、
対

等
な
提
携
に
意
味
が
あ
る
か

ら
だ
」
と
話
し
た
。

　

３
社
連
合
は
２
０
１
７
年

の
世
界
販
売
台
数
が
初
め
て

１
千
万
台
を
超
え
、
世
界
２

位
と
な
っ
た
。
２
２
年
ま
で

に
１
４
０
０
万
台
に
高
め
る

目
標
だ
。
電
気
自
動
車
（
Ｅ

Ｖ
）
の
開
発
や
技
術
共
有
を

強
化
し
、
２
２
年
ま
で
に
新

型
Ｅ
Ｖ
１
２
車
種
を
発
売
。

完
全
自
動
運
転
の
実
現
も
目

指
す
。
３
社
の
関
係
が
ぎ
く

し
ゃ
く
す
れ
ば
、
目
標
達
成

に
影
響
し
か
ね
な
い
。

　

日
産
は
ル
ノ
ー
株
の

１
５
・
０
％
を
保
有
す
る

が
、
ル
ノ
ー
は
日
産
株
の

４
３
・
４
％
を
持
つ
。
１
６

年
に
は
三
菱
自
が
日
産
傘
下

に
入
っ
た
。
ル
ノ
ー
筆
頭
株

主
の
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
ル

ノ
ー
と
日
産
の「
完
全
統
合
」

を
求
め
て
い
る
と
さ
れ
る
。

同
政
府
の
理
解
を
得
つ
つ
、

３
社
連
合
を
今
後
も
発
展
さ

せ
る
枠
組
み
を
確
立
で
き
る

か
が
焦
点
だ
。

弾
道
ミ
サ
イ
ル
や
、
か
な
り

の
数
の
核
弾
頭
を
保
有
し
、

具
体
的
な
廃
棄
の
動
き
も
な

い
」
と
強
調
し
た
。
佐
竹
知

事
は
会
談
後
「（
住
民
避
難

訓
練
を
見
合
わ
せ
る
な
ら
）

イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
の
配

備
が
最
適
か
ど
う
か
も
検
証

し
直
す
べ
き
だ
」
と
記
者
団

に
語
っ
た
。

　

配
備
候
補
地
の
陸
上
自
衛

隊
む
つ
み
演
習
場
の
あ
る
山

口
県
萩
市
や
阿
武
町
側
は
、

住
民
に
レ
ー
ダ
ー
の
電
磁
波

に
よ
る
健
康
被
害
や
、
攻
撃

目
標
に
な
る
と
の
懸
念
が
あ

る
と
紹
介
。
小
野
寺
氏
は
透

明
性
の
あ
る
調
査
を
進
め
る

考
え
を
示
し
た
。

　

阿
武
町
の
花
田
憲
彦
町
長

は
防
衛
省
が
２
１
日
に
演
習

場
の
地
質
調
査
な
ど
の
一

般
競
争
入
札
を
公
告
し
た
こ

と
を
巡
り
「
疑
念
が
残
っ
た

ま
ま
調
査
に
着
手
す
れ
ば
誠

心
誠
意
と
い
う
言
葉
は
か
す

む
。
強
権
的
に
進
め
ら
れ
て

い
る
」
と
批
判
し
た
。

　

佐
竹
知
事
も
健
康
被
害
へ

の
懸
念
を
踏
ま
え
「
防
衛
省

は
大
丈
夫
だ
と
言
う
が
、
必

ず
事
故
は
あ
る
。
万
が
一
の

と
き
に
対
応
で
き
る
の
か
」

と
疑
問
を
呈
し
た
。
秋
田
の

配
備
候
補
地
の
陸
自
新
屋
演

習
場（
秋
田
市
）に
関
し「『
最

適
候
補
地
』
と
の
説
明
は
あ

ま
り
に
現
実
を
捉
え
て
い
な

い
」
と
指
摘
し
た
。

　

政
府
は
北
朝
鮮
に
よ
る
相

次
ぐ
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
踏
ま

え
て
昨
年
１
２
月
、
イ
ー
ジ

ス
・
ア
シ
ョ
ア
２
基
の
導
入

を
閣
議
決
定
。
候
補
地
は
陸

自
の
新
屋
演
習
場
と
む
つ
み

演
習
場
で
、
防
衛
省
は
夏
以

降
、
配
備
に
向
け
て
地
質
調

査
な
ど
を
始
め
た
い
意
向

だ
。
小
野
寺
氏
は
山
口
県
で

記
者
団
に
、
調
査
の
入
札
契

約
は
８
月
以
降
で
、
調
査
開

始
は
９
月
に
な
る
と
の
見
通

し
を
示
し
た
。

　

一
方
、
菅
義
偉
官
房
長
官

は
２
２
日
の
記
者
会
見
で
、

北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発

射
を
想
定
し
２
０
１
８
年
度

に
各
地
で
予
定
し
て
い
た
住

民
避
難
訓
練
を
見
合
わ
せ
る

と
正
式
に
発
表
し
た
。
栃

木
、
香
川
両
県
な
ど
９
県
が

対
象
。

年
に
運
転
を
終
え
た
東
海
原

発
の
廃
炉
作
業
に
携
わ
る
専

門
家
や
研
究
者
が
、
米
主
導

に
な
る
と
み
ら
れ
る
黒
鉛
炉

の
解
体
作
業
に
参
加
す
る
こ

と
を
想
定
し
て
い
る
。

　

寧
辺
に
は
、
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
と
並
ぶ
核
兵
器
の
原
料
で

あ
る
高
濃
縮
ウ
ラ
ン
の
製
造

施
設
も
あ
る
。
こ
の
た
め
日

本
政
府
内
で
は
、
青
森
県
六

ケ
所
村
の
ウ
ラ
ン
濃
縮
工
場

に
関
係
す
る
専
門
家
を
派
遣

す
る
案
も
浮
上
。
寧
辺
の

核
施
設
や
豊
渓
里
の
核
実
験

場
周
辺
は
放
射
能
汚
染
が
広

が
っ
て
い
る
と
の
情
報
も
あ

り
、
東
京
電
力
福
島
第
１
原

発
事
故
に
伴
う
除
染
技
術
の

活
用
も
視
野
に
入
る
。

１
７
〜
１
９
日
に
１
０
０
回

以
上
の
火
山
性
地
震
が
観
測

さ
れ
て
い
た
。

　
【
共
同
】
将
棋
の
最
年

少
プ
ロ
、
藤
井
聡
太
七
段

（
１
５
）
は
２
２
日
、
東
京

都
渋
谷
区
の
将
棋
会
館
で
指

さ
れ
た
第
６
６
期
王
座
戦
本

戦
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
準
々
決

勝
で
深
浦
康
市
九
段（
４
６
）

を
１
２
０
手
で
破
っ
て
ベ
ス

ト
４
に
進
出
、
タ
イ
ト
ル
初

挑
戦
ま
で
あ
と
２
勝
と
し

た
。
７
月
６
日
に
行
わ
れ
る

準
決
勝
で
、
斎
藤
慎
太
郎
七

段
（
２
５
）
と
対
戦
す
る
。

　

も
う
一
方
の
準
決
勝
は
、

タ
イ
ト
ル
保
持
者
の
渡
辺
明

棋
王
（
３
４
）
と
今
年
の
棋

王
戦
挑
戦
者
の
永
瀬
拓
矢
七

段
（
２
５
）
が
対
戦
。
藤
井

七
段
が
準
決
勝
も
勝
ち
進
め

ば
、
両
者
の
ど
ち
ら
か
と

タ
イ
ト
ル
挑
戦
を
懸
け
て
戦

う
。

　

中
村
太
地
王
座
（
３
０
）

へ
の
挑
戦
者
を
決
め
る
本
戦

は
、
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
棋

士
と
タ
イ
ト
ル
保
持
者
ら

１
６
人
が
出
場
。
優
勝
者
が

挑
戦
権
を
獲
得
す
る
。

　

八
大
タ
イ
ト
ル
戦
の
う

ち
、
年
内
に
挑
戦
者
と
な
る

可
能
性
が
あ
る
の
は
、
王
座

戦
な
ど
３
棋
戦
。
棋
王
戦
と

竜
王
戦
も
既
に
本
戦
入
り

し
て
い
る
。
タ
イ
ト
ル
挑
戦

の
最
年
少
記
録
は
１
９
８
９

年
、屋
敷
伸
之
九
段
（
４
６
）

が
達
成
し
た
１
７
歳
１
０
カ

月
。

こ
と
に
関
し
「
警
戒
を
緩
め

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と

釈
明
。
山
口
県
で
は
「
北
朝

鮮
は
数
百
発
の
日
本
に
届
く

　

秋
田
で
の
会
談
で
小
野
寺

氏
は
、
政
府
が
北
朝
鮮
の
ミ

サ
イ
ル
発
射
を
想
定
し
た
住

民
避
難
訓
練
を
見
合
わ
せ
る

　
【
共
同
】
２
２
日
午
前
９
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今
度
は
元
交
通
局
長
ら
逮
捕

い
セ
レ
ソ
ン
は
、
後
半
か
ら

ダ
グ
ラ
ス
・
コ
ス
タ
や
フ
ィ

ル
ミ
ー
ノ
な
ど
攻
撃
的
な
選

手
を
次
々
に
投
入
し
、
多
く

の
好
機
を
作
り
出
し
た
が
、

コ
ス
タ
リ
カ
の
ゴ
ー
ル
キ
ー

パ
ー
、
ナ
ヴ
ァ
ス
の
好
守
に
も

阻
ま
れ
、
得
点
を
上
げ
ら
れ

な
い
時
間
が
続
い
た
。

　

後
半
３
０
分
過
ぎ
に
は
、

ネ
イ
マ
ー
ル
が
ペ
ナ
ル
テ
ィ
エ

リ
ア
で
コ
ス
タ
リ
カ
の
デ
ィ

フ
ェ
ン
ダ
ー
に
引
っ
張
ら
れ
、

一
旦
は
ペ
ナ
ル
テ
ィ
キ
ッ
ク
と

さ
れ
た
が
、
ビ
デ
オ
で
確
認

し
た
主
審
が
判
定
を
覆
し
、

０
対
０
の
ま
ま
後
半
４
５
分

も
終
了
。
６
分
の
追
加
タ
イ

ム
に
突
入
し
た
。

　

均
衡
が
破
れ
た
の
は
追
加

タ
イ
ム
１
分
。
初
戦
で
も
得

点
し
て
い
た
コ
ウ
チ
ー
ニ
ョ

が
、
コ
ス
タ
リ
カ
ゴ
ー
ル
前

の
混
戦
で
最
後
に
押
し
込
ん

で
先
制
し
た
。
更
に
、
同
点

を
狙
っ
て
前
が
か
り
に
な
っ
た

コ
ス
タ
リ
カ
の
隙
を
突
き
、

ネ
イ
マ
ー
ル
が
追
加
タ
イ
ム

６
分
に
ダ
メ
押
し
と
な
る
２

　

連
邦
警
察
が
２
１
日
、
大
聖
市
圏
の
幹
線
道
路
ロ
ド
ア
ネ
ル
（
環
状
線
）
の
北

側
部
分
の
工
事
で
の
不
正
に
関
し
、
ジ
ェ
ラ
ウ
ド
・
ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
が
知
事
時
代

に
交
通
開
発
公
社
（
Ｄ
ｅ
ｒ
ｓ
ａ
）
総
裁
な
ど
を
務
め
た
ラ
ウ
レ
ン
セ
・
カ
ー
ザ

グ
ラ
ン
デ
・
ロ
ウ
レ
ン
ソ
氏
や
、
該
当
区
間
の
工
事
を
担
当
す
る
企
業
役
員
ら
計

１
４
人
を
逮
捕
し
た
と
２
２
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
た
。

の
水
増
し
請
求
が
行
わ
れ
た

と
い
う
。

　

他
方
、
国
庫
庁
（
Ｔ
Ｃ

Ｕ
）
は
、
環
状
線
の
北
側
６

区
間
中
、
Ｏ
Ａ
Ｓ
の
担
当

区
間
の
一
つ
で
の
水
増
し
請

求
額
は
２
億
２
８
５
０
万

レ
ア
ル
な
ど
、
５
区
間
で
最

大
６
億
２
５
０
０
万
レ
ア
ル

が
不
正
に
請
求
さ
れ
た
と
い

う
。
環
状
線
北
側
部
分
４
４

キ
ロ
は
２
０
１
３
年
に
着
工
、

１
６
年
完
成
予
定
だ
っ
た
が
、

完
成
予
定
は
１
９
年
に
延

び
、
総
工
費
は
９
９
億
レ
ア

ル
に
達
す
る
見
込
み
だ
。

　

Ｄ
ｅ
ｒ
ｓ
ａ
を
巡
る
不
正

摘
発
は
、
外
注
企
業
の
元
従

業
員
の
告
発
や
、
水
増
し
工

作
に
基
づ
く
追
加
の
請
求
書

に
署
名
す
る
の
を
拒
ん
で
解

雇
さ
れ
た
現
場
主
任
ら
の
証

言
を
基
に
進
め
ら
れ
た
。

　

ソ
ウ
ザ
総
裁
時
代
に
不
正

が
告
発
さ
れ
始
め
た
の
を
受

け
、
州
政
府
事
務
局
長
の
タ

ウ
ロ
・
デ
・
カ
ス
ト
ロ
・
ア

ブ
レ
ウ
氏
の
推
薦
で
、
Ｄ
ｅ

ｒ
ｓ
ａ
浄
化
の
役
目
を
負
っ

て
総
裁
に
就
任
し
た
の
が
ロ

　
「
別
れ
た
妻
が
犬
に
会
わ

せ
て
く
れ
な
く
て
、
強
い
精

神
的
苦
痛
を
感
じ
て
い
る
」

と
の
男
性
の
訴
え
が
高
等
裁

判
所
で
認
め
ら
れ
た
。「
州

知
事
の
法
的
特
権
」
に
関
す

る
決
定
を
下
し
た
高
裁
の
判

事
が
、
大
真
面
目
に
「
ペ
ッ

ト
は
、
民
法
上
は
『
家
畜
』

ウ
レ
ン
ソ
氏
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
入
札
で
の
不
正

や
組
織
的
な
犯
罪
は
そ
の
後

も
続
い
て
い
た
事
が
、
Ｔ
Ｃ

Ｕ
の
監
査
な
ど
で
明
ら
か
に

さ
れ
た
。
Ｄ
ｅ
ｒ
ｓ
ａ
職
員

に
よ
る
と
、
予
算
や
経
費
を

ま
と
め
た
表
の
改
ざ
ん
は
、

上
層
部
か
ら
直
接
の
指
示
が

出
て
い
た
と
い
う
。

　

ロ
ウ
レ
ン
ソ
氏
と
、
同
氏

を
Ｄ
ｅ
ｒ
ｓ
ａ
総
裁
に
推
薦

し
た
ア
ブ
レ
ウ
氏
は
、
ア
ブ

レ
ウ
氏
が
州
保
安
局
長
時
代

か
ら
共
に
仕
事
を
し
て
き
た

仲
で
、
ア
ブ
レ
ウ
氏
が
州
交

通
局
長
就
任
時
に
ロ
ウ
レ
ン

ソ
氏
も
引
き
抜
か
れ
た
。

　

ア
ブ
レ
ウ
氏
は
ア
ウ
キ
ミ

ン
氏
が
知
事
時
代
に
州
政
府

の
事
務
局
長
に
異
動
。
ロ
ウ

ロ
ド
ア
ネ
ル
で
ま
た
不
正
？

点
目
を
決
め
た
。

　

伯
国
と
同
じ
Ｅ
組
に
所
属

す
る
、
ス
イ
ス
と
セ
ル
ビ
ア

の
対
戦
も
そ
の
後
行
わ
れ
、

ス
イ
ス
が
２
対
１
で
勝
利
し

た
。

　

こ
れ
で
Ｅ
組
は
全
チ
ー
ム

が
２
試
合
ず
つ
消
化
し
、
伯

国
は
、
１
勝
１
分
の
勝
ち
点

４
。
得
点
３
失
点
１
で
得
失

点
差
は
＋
２
と
、
Ｅ
組
首
位

に
立
っ
た
。
ス
イ
ス
は
勝
ち

点
４
で
並
ぶ
も
、
得
失
点
差

＋
１
で
伯
国
に
首
位
の
座
を

譲
っ
た
。
３
位
セ
ル
ビ
ア
は

１
勝
１
敗
の
勝
ち
点
３
で
得

失
点
差
は
０
、４
位
コ
ス
タ
リ

カ
は
０
勝
２
敗
の
勝
ち
点
０

と
な
っ
た
。

　

Ｅ
組
の
最
終
戦
、
伯
国
対

セ
ル
ビ
ア
、
ス
イ
ス
対
コ
ス
タ

リ
カ
の
試
合
は
、
共
に
２
７

日
の
午
後
３
時
に
行
わ
れ
る
。

伯
国
は
セ
ル
ビ
ア
に
勝
つ
か

引
き
分
け
な
ら
グ
ル
ー
プ
２

位
以
上
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
進
出
が
確
定
す
る
。

国
が
伏
兵
に
足
元
を
す
く
わ

れ
る
展
開
が
続
き
、
セ
レ
ソ

ン
に
も
、
相
当
な
精
神
的
重

圧
が
か
か
っ
て
い
た
。

　

グ
ル
ー
プ
Ｅ
の
中
で
最
も

実
力
が
劣
る
と
思
わ
れ
て
い

た
コ
ス
タ
リ
カ
だ
っ
た
が
、
初

戦
の
ス
イ
ス
の
健
闘
に
勇
気

付
け
ら
れ
た
の
か
、
前
半
は
、

守
備
的
布
陣
と
厳
し
い
あ
た

り
で
、
セ
レ
ソ
ン
に
得
点
を

許
さ
な
か
っ
た
。

　

ど
う
し
て
も
勝
利
が
欲
し

　

１
４
日
か
ら
ロ
シ
ア
で
開

催
中
の
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
。
伯

国
代
表
（
セ
レ
ソ
ン
）
は

２
２
日
に
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル

ス
ブ
ル
グ
で
行
わ
れ
た
コ
ス

タ
リ
カ
戦
を
２
対
０
で
制

し
、
大
会
初
勝
利
を
手
に
し

た
。

　

初
戦
と
な
っ
た
１
７
日
の

ス
イ
ス
戦
を
１
対
１
で
引
き

分
け
た
セ
レ
ソ
ン
は
、
一
次

リ
ー
グ
突
破
の
た
め
に
是
非

と
も
勝
利
が
欲
し
い
状
況
で

コ
ス
タ
リ
カ
戦
を
迎
え
た
。

　

今
大
会
は
ド
イ
ツ
や
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
な
ど
、
優
勝
経
験

終
了
間
際
に
２
得
点
で
突
き
放
す

ベ
国
人
援
助
の
Ｍ
Ｐ
を
裁
可

１
６
強
入
り
か
か
る
セ
ル
ビ
ア
戦

わ
れ
た
、
南
側
部
分
の
工

事
で
の
不
正
摘
発
で
は
、

２
０
０
７
〜
１
０
年
に
賄
賂

を
受
け
取
っ
た
疑
い
で
、
ロ
ウ

レ
ン
ソ
氏
の
前
任
総
裁
だ
っ

た
パ
ウ
ロ
・
ヴ
ィ
エ
イ
ラ
・
デ
・

ソ
ウ
ザ
氏
（
通
称
パ
ウ
ロ
・

プ
レ
ッ
ト
）
が
２
度
逮
捕
さ

れ
た
が
、
そ
の
都
度
、
釈
放

さ
れ
て
い
る
。

　

今
作
戦
で
摘
発
さ
れ
た
汚

職
は
、
Ｏ
Ａ
Ｓ
社
と
メ
ン
デ

ス
・
ジ
ュ
ニ
オ
ル
社
が
担
当

す
る
区
間
で
の
も
の
だ
。
連

警
に
よ
る
と
、
入
札
時
か
ら

わ
か
っ
て
い
た
は
ず
の
岩
の
撤

去
が
予
想
以
上
に
困
難
で
、

予
算
を
超
え
る
費
用
が
か
か

る
と
し
て
追
加
請
求
を
出
す

な
ど
の
方
法
で
、
少
な
く
と

も
１
億
３
１
９
０
万
レ
ア
ル

ダメ押しの２点目を決めて喜ぶネイマール
（Lucas Figueiredo/CBF）

連警に連行される容疑者
（Rovena Rosa/Agência Brasil）

北
側
の
工
事
担
当
す
る
企
業
も

テメル大統領

レ
ン
ソ
氏
は
ア
ウ
キ
ミ
ン
氏

が
退
任
す
る
ま
で
交
通
局
長

を
務
め
て
い
た
が
、
そ
の
後

は
サ
ン
パ
ウ
ロ
電
力
会
社
総

裁
に
就
任
。
今
回
の
逮
捕
劇

後
、
電
力
会
社
総
裁
職
を
辞

任
し
た
。

の
区
別
に
入
り
、
離
婚
の
際

の
所
有
権
、
優
先
権
の
対
象

と
な
る
」
や
、「
ペ
ッ
ト
へ

の
愛
情
は
立
派
に
法
廷
で
扱

わ
れ
る
べ
き
事
柄
」
な
ど
と

議
論
し
た
そ
う
だ
。
こ
れ
で

男
性
は
週
末
や
祝
日
、
年
末

年
始
に
は
愛
犬
に
会
わ
せ
て

も
ら
え
、
獣
医
に
連
れ
て
行

く
事
も
で
き
る
と
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

コ
ス
タ
リ
カ
戦
で
勝
利
を

収
め
、
ホ
ッ
ト
ひ
と
息
の
伯

国
。
ロ
シ
ア
で
は
、「
５
８

年
は
ペ
レ
、
６
２
年
は
ガ
リ

ン
シ
ャ
、
７
０
年
は
ス
タ
ー

軍
団
、
９
４
年
は
ロ
マ
ー
リ

オ
、
２
０
０
２
年
は
ロ
ナ
ウ

ド
。
俺
た
ち
ゃ
世
界
唯
一

の
Ｗ
杯
優
勝
５
回
」
と
歌
う

応
援
歌
が
流
行
っ
て
い
る
と

か
。
フ
ァ
ン
が
大
合
唱
す
る

動
画
は
一
気
に
広
ま
り
、
早

速
大
手
Ｔ
Ｖ
局
も
便
乗
し
て

い
る
。今
大
会
で
も
優
勝
し
、

「
１
８
年
は
ネ
イ
マ
ー
ル
」

の
歌
詞
も
加
え
ら
れ
る
だ
ろ

う
か
？

　
　
　
　
　

◎

　

聖
市
は
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人

向
け
の
一
時
宿
泊
施
設
（
Ｃ

Ｔ
Ａ
）
の
存
在
を
よ
り
多
く

の
路
上
生
活
者
に
知
ら
せ
、

「
施
設
に
は
飼
い
犬
を
連
れ

て
き
て
も
よ
い
。
犬
が
い
る

か
ら
と
い
っ
て
Ｃ
Ｔ
Ａ
に
来

る
事
を
た
め
ら
わ
な
い
で
」

と
伝
え
る
た
め
、
Ｃ
Ｔ
Ａ
の

近
く
に
あ
る
橋
の
裏
側
に
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
告
知

を
出
し
た
。「
彼
ら
に
ど
う

し
て
宿
泊
施
設
の
事
を
知
ら

せ
る
？　

そ
う
だ
！　

彼
ら

は
よ
く
橋
の
下
に
寝
泊
り
し

て
い
る
。
橋
げ
た
の
裏
に
絵

を
描
こ
う
！
」
と
の
Ｃ
Ｍ
も

映
画
館
で
流
れ
て
い
る
。
こ

の
手
法
は
フ
ラ
ン
ス
の
国
際

広
告
コ
ン
ペ
で
賞
も
と
っ
た

と
か
。
冬
に
入
り
、
寒
空
の

下
で
凍
え
死
ぬ
人
が
少
し
で

も
減
る
と
よ
い
が
。

　

２
１
日
の
地
理
統
計
院
（
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
）
の
発
表
に
よ

る
と
、
今
年
６
月
の
「
１
５

日
締
め
広
範
囲
消
費
者
物

価
指
数
」（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
―

１
５
）
は
、
６
月
と
し
て
は

１
９
９
５
年
（
２
・
２
５
％
）

以
来
の
高
さ
と
な
る
、
１
・

１
１
％
だ
っ
た
と
、
２
２
日

付
伯
字
各
紙
が
報
じ
た
。

　

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
―
１
５
は
、
前

の
月
の
１
６
日
か
ら
、
そ
の

月
の
１
５
日
ま
で
の
デ
ー
タ

で
算
出
さ
れ
、
月
末
締
め
の

公
式
イ
ン
フ
レ
率
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ

Ａ
）
の
目
安
と
な
る
。

　

今
年
に
入
っ
て
か
ら
の
６

カ
月
間
の
累
積
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
―

１
５
は
２
・
３
５
％
、
昨
年

７
月
か
ら
今
年
６
月
ま
で
の

１
２
カ
月
間
の
累
積
は
３
・

６
８
％
だ
。

　

５
月
下
旬
の
ト
ラ
ッ
ク
ス

ト
は
全
国
で
品
不
足
に
よ
る

値
上
が
り
を
招
き
、「
６
月

の
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
―
１
５
上
昇
は

避
け
ら
れ
な
い
」
と
予
想
さ

れ
て
い
た
が
、
１
・
１
１
％
は

識
者
の
予
想
を
上
回
る
も
の

だ
っ
た
。

　

品
目
別
で
は
、
飲
食
料

品
（
１
・
５
７
％
）、
住
居
費

（
１
・
７
４
％
）、
輸
送
・
交

通
費（
１
・９
５
％
）が
高
く
、

食
料
類
で
は
、
じ
ゃ
が
い
も

（
４
５
・
１
２
％
）
や
た
ま

ね
ぎ
（
１
９
・
９
５
％
）、
ト

マ
ト
（
１
４
・
１
５
％
）
が

目
立
っ
た
。

　

ス
ト
中
は
燃
料
供
給
も
ス

ト
ッ
プ
し
た
た
め
、
引
越
料

金
が
２
・
８
４
％
、
家
庭
用

の
燃
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
４
・

６
２
％
上
昇
し
た
。
家
庭
用

ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
２
・
６
％
の
上

昇
だ
っ
た
。

　

先
月
の
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
―
１
５

は
０
・
１
４
％
、
昨
年
６
月

は
０
・
１
６
％
だ
っ
た
事
を

思
え
ば
、
今
年
６
月
の
１
・

１
１
％
は
懸
念
材
料
と
い
え

る
。
だ
が
、
経
済
関
係
者
や

中
銀
は
、
５
月
の
ス
ト
の
影

響
は
一
時
的
な
も
の
で
、
低

イ
ン
フ
レ
傾
向
に
大
き
な
変

動
は
な
い
と
見
て
い
る
。

　
【
既
報
関
連
】
ミ
シ
ェ
ル
・

テ
メ
ル
大
統
領（
民
主
運
動
・

Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
は
２
１
日
、
ロ
ラ

イ
マ
州
都
ボ
ア
・
ヴ
ィ
ス
タ

市
の
ノ
ヴ
ァ
・
カ
ナ
ア
ン
地

区
に
あ
る
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
（
以

下
「
ベ
国
」）
移
民
収
容
施

設
を
訪
問
、
移
民
緊
急
援
助

に
関
す
る
暫
定
令
（
Ｍ
Ｐ
）

を
裁
可
し
た
と
２
１
、２
２

日
付
伯
字
各
紙
・
サ
イ
ト
が

報
じ
た
。

　

ノ
ヴ
ァ
・
カ
ナ
ア
ン
に
は

ベ
国
人
４
０
３
人
が
収
容
さ

れ
て
い
る
。
同
施
設
の
ベ
国

人
家
族
と
対
話
し
た
テ
メ
ル

大
統
領
は
、「
伯
国
は
、
人

道
主
義
を
世
界
に
示
し
て
い

る
」
と
語
っ
た
。

　

ボ
ア
・
ヴ
ィ
ス
タ
市
内
に

は
同
様
の
収
容
施
設
が
計
八

つ
あ
り
、
ベ
国
と
国
境
を
接

す
る
パ
カ
ラ
イ
マ
市
に
あ
る

も
う
一
つ
の
収
容
施
設
と
合

わ
せ
、
計
４
千
人
の
ベ
国
人

を
収
容
し
て
い
る
。
国
際
連

合
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所

(

Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ)

の
協
力
も

受
け
、今
後
数
カ
月
の
間
に
、

同
様
の
施
設
が
更
に
四
つ
建

設
さ
れ
る
予
定
だ
。

　

Ｍ
Ｐ
承
認
の
過
程
で
上
院

各
党
指
導
部
か
ら
出
た
要
望

を
受
け
入
れ
、
テ
メ
ル
大
統

領
は
「
各
州
が
受
け
入
れ
る

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
移
民
の
数
に
上

限
を
設
け
る
」
と
の
部
分
に

の
み
拒
否
権
を
行
使
し
た
。

　

こ
れ
で
Ｍ
Ｐ
は
正
式
な
法

律
と
な
っ
た
が
、
こ
の
法
律

は
、
ベ
国
が
陥
っ
て
い
る
深

刻
な
人
道
危
機
と
、
ラ
米
諸

国
の
移
民
た
ち
が
通
っ
て
い

る
不
安
定
な
状
況
を
考
慮
に

入
れ
て
い
る
。
母
国
の
経
済

や
政
治
の
混
乱
の
た
め
、
食

糧
に
も
事
欠
き
、
保
健
医
療

な
ど
の
基
本
的
な
公
共
サ
ー

ビ
ス
さ
え
利
用
で
き
な
い
状

況
に
置
か
れ
た
ベ
国
人
は
、

既
に
１
０
０
万
人
以
上
が
国

を
離
れ
た
。
べ
国
と
国
境
を

接
す
る
ロ
ラ
イ
マ
州
の
州
都

ボ
ア
・
ヴ
ィ
ス
タ
市
に
は
約

４
万
人
の
ベ
国
移
民
が
流
入

し
て
い
る
。

　

新
法
は
、
社
会
保
障
、
保

健
衛
生
、
教
育
、
人
権
、
食

糧
、
治
安
の
各
分
野
に
お
け

る
緊
急
対
策
に
つ
い
て
明
記

し
て
お
り
、
伯
国
内
の
他
の

州
に
行
き
た
い
と
望
む
ベ
国

人
の
支
援
に
関
す
る
項
目
も

あ
る
。
ま
た
、
市
民
社
会
団

体
や
組
織
と
の
協
力
を
容
易

に
す
る
た
め
に
、
連
邦
緊
急

救
済
委
員
会
を
創
設
す
る
こ

と
も
定
め
て
い
る
。

　

新
法
に
は
、
ベ
国
移
民
援

助
の
た
め
の
追
加
融
資
や
、

連
邦
政
府
に
支
援
資
金
増
額

を
認
め
る
権
限
を
与
え
る
こ

と
な
ど
の
記
載
も
あ
る
が
、

追
加
融
資
に
関
し
て
、
大
統

領
府
が
出
し
た
別
の
暫
定
令

（
Ｍ
Ｐ
８
２
３
／
２
０
１
８
）

は
ま
だ
議
会
の
承
認
を
得
て

い
な
い
。

　

大
統
領
に
同
行
し
た
ジ
ル

ベ
ル
ト
・
オ
ッ
キ
保
健
相

も
、
ボ
ア
・
ヴ
ィ
ス
タ
市
に

あ
る
ロ
ラ
イ
マ
総
合
病
院
の

改
善
作
業
を
開
始
す
る
た
め

の
命
令
書
に
署
名
し
た
。
エ

ン
テ
ッ
ク
・
Ｃ
＆
Ｃ
社
と
の

契
約
書
に
は
、「
同
病
院
の

資
材
設
置
は
２
１
日
か
ら
開

始
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
テ
メ
ル
大
統
領
は

改
め
て
、
ス
エ
リ
ー
・
カ
ン

ポ
ス
、ロ
ラ
イ
マ
州
知
事（
進

歩
党
・
Ｐ
Ｐ
）
が
出
し
て
い

た
、
ベ
国
国
境
閉
鎖
の
要
請

に
は
応
じ
な
い
意
向
を
示

し
、「
ベ
国
と
の
国
境
閉
鎖

は
適
切
で
は
な
い
。
国
境
を

閉
鎖
は
し
な
い
が
、
ロ
ラ
イ

マ
州
に
必
要
な
支
援
は
必
ず

行
う
」
と
約
束
し
た
。

　

伯
国
人
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
師

チ
ー
ム
〃
オ
グ
ロ
ボ
ッ
ツ
〃

が
、
中
国
で
開
催
さ
れ
た

ロ
ボ
ッ
ト
バ
ト
ル
大
会
、
ク

ラ
ッ
シ
ュ
・
ボ
ッ
ツ
で
優

勝
し
た
と
、
２
２
日
付
伯

字
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
が
報
じ

た
。

　

こ
の
大
会
の
様
子
は
、

５
億
人
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録

者
が
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

Ｔ
Ｖ
で
放
映
さ
れ
た
。
同
大

会
の
優
勝
賞
金
は
４
０
万
レ

ア
ル
で
、
３
４
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
そ
の
内
の
２
１
チ
ー

ム
は
中
国
人
チ
ー
ム
だ
っ

た
。
伯
国
以
外
に
も
英
国
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
イ
ン
ド
、

ロ
シ
ア
か
ら
の
国
外
チ
ー
ム

が
参
加
し
た
。

　

伯
国
チ
ー
ム
は
、
２
４
歳

か
ら
３
４
歳
ま
で
の
ロ
ボ
ッ

ト
技
師
７
人
に
よ
る
チ
ー
ム

で
、
聖
州
ソ
ロ
カ
バ
市
を
本

拠
に
し
て
活
動
し
て
い
る
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
の
名
前
は
ダ
ー

ク
・
ウ
ォ
ル
フ
と
い
う
。チ
ー

ム
の
一
員
ム
リ
ー
ロ
・
マ
リ

ン
氏
は
、「
１
日
５
回
の
ロ

ボ
ッ
ト
同
士
の
決
闘
を
２
日

間
続
け
た
ん
だ
。
ロ
ボ
ッ
ト

は
バ
ト
ル
の
度
に
傷
ん
で

戻
っ
て
く
る
か
ら
、
そ
の
度

に
急
い
で
修
理
し
な
き
ゃ
い

け
な
か
っ
た
。
会
場
に
は
朝

の
８
時
に
つ
い
て
、
会
場
を

出
る
の
は
深
夜
３
時
。
大
変

だ
っ
た
よ
」
と
振
り
返
る
。

　

２
体
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
強
化

ガ
ラ
ス
に
囲
ま
れ
た
リ
ン
グ

に
入
れ
ら
れ
、３
分
間
戦
う
。

ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
さ
れ
る
か
、

動
け
な
く
な
る
か
す
る
と
負

け
で
、
審
判
に
よ
る
判
定
決

着
も
あ
る
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
は
「
本
体
の
移

動
」
と
、「
敵
を
攻
撃
す
る

動
き
」
の
２
系
統
に
別
れ
て

リ
モ
コ
ン
操
作
さ
れ
る
。
伯

国
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
重
さ

３
０
キ
ロ
で
〃
つ
る
は
し
〃

状
の
強
化
鋼
を
高
速
で
回
転

さ
せ
る
事
で
敵
に
損
傷
を
与

え
る
。
こ
の
攻
撃
で
リ
ン
グ

外
に
飛
ば
さ
れ
た
ロ
ボ
も
い

る
ほ
ど
だ
。

　

こ
の
大
会
に
は
協
賛
者
が

つ
き
、
伯
国
チ
ー
ム
の
ロ
ボ

制
作
費
７
万
５
千
レ
ア
ル
も

そ
れ
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
た
。

外国為替市況
中銀サイトより

6月22日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.7667  R$
買　3.7645  R$

円相場
売　0.0343  R$
買　0.0343  R$

　

今
回
の
汚
職
摘
発
は
聖
州

で
の
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
作
戦

の
一
環
で
、「
ペ
ド
ラ
・
ノ
・

カ
ミ
ー
ニ
ョ（
道
の
石
）作
戦
」

と
名
付
け
ら
れ
た
。
同
作
戦

は
、
環
状
線
の
南
側
部
分
で

の
不
正
摘
発
後
に
、
関
係
者

が
証
拠
隠
滅
や
証
言
者
の
口

封
じ
を
図
る
可
能
性
が
あ
る

と
し
て
敢
行
さ
れ
、
１
５
件

の
逮
捕
令
状
と
５
６
件
の
家

宅
捜
索
令
状
が
出
た
。
逮
捕

令
状
１
件
は
、
対
象
者
が
国

外
に
お
り
、
執
行
で
き
な
か
っ

た
。

　

今
作
戦
に
先
立
っ
て
行

６
月
は
１
・１
１
％
を
記
録

ト
ラ
ッ
ク
ス
ト
の
影
響
大
き
く

現
地
視
察
で
ベ
国
人
と
も
対
話

アウキミン
ロシアＷ杯

セ
レ
ソ
ン
、コ
ス
タ
リ
カ
に
勝
利

（２）２０１８年 第５０２５号 ６月 ２３日 （土曜日）

ＩＰＣＡ―１５

伯
国
チ
ー
ム
中
国
の
大
会
で
優
勝

優
勝
賞
金
４
０
万
レ
獲
得

ロボットバトル

聖州知事時代の側近逮捕



　

先せ
ん

日じ
つ

の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
の
世せ

界か
い

卓た
っ

球き
ゅ
う

選せ
ん

手し
ゅ

権け
ん

を
見み

て
い
た

ら
、
女じ

ょ

子し

団だ
ん

体た
い

戦せ
ん

で
韓か

ん

国こ
く

と
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

が
す
ご
い
「
独ど

く

創そ
う

性せ
い

」

を
見み

せ
た
。
両り

ょ
う
チ
ー
ム
は
当と

う

初し
ょ

、
そ
れ
ぞ
れ
単た

ん

独ど
く

で
勝か

ち
進す

す

ん
で
い
た
の
だ
が
、
準

じ
ゅ
ん

々じ
ゅ
ん

決け
っ

勝し
ょ
うで
対た

い

決け
つ

す
る
こ
と
に
な
る
と
、

突と
つ

如じ
ょ

、合ご
う

同ど
う

チ
ー
ム
を
結け

っ

成せ
い

し
て
そ
の
試し

合あ
い

は
ス
キ
ッ
プ
し
て
、

次つ
ぎ

の
準

じ
ゅ
ん

決け
っ

勝し
ょ
うに
進す

す

み
、
日に

本ほ
ん

チ
ー
ム
と
対た

い

戦せ
ん

し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の「
独ど

く

創そ
う

性せ
い

」に
は
脱だ

つ

帽ぼ
う

だ
。準

じ
ゅ
ん

々じ
ゅ
ん

決け
っ

勝し
ょ
うま
で
別べ

つ

々べ
つ

の
チ
ー

ム
と
し
て
戦

た
た
か
っ
て
い
れ
ば
、
両り

ょ
う
チ
ー
ム
と
も
敗は

い

退た
い

す
る
リ
ス
ク

は
少す

く

な
く
な
る
。
そ
し
て
準

じ
ゅ
ん

々じ
ゅ
ん

決け
っ

勝し
ょ
う

戦せ
ん

を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
て

体た
い

力り
ょ
くを
温お

ん

存ぞ
ん

し
、
し
か
も
そ
れ
以い

降こ
う

で
は
両り

ょ
う
チ
ー
ム
か
ら
の
ベ

ス
ト
メ
ン
バ
ー
が
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
うし
て
、
勝か

つ
確か

く

率り
つ

は
高た

か

ま
る
。

　

普ふ

通つ
う

の
国く

に

だ
っ
た
ら
、
こ
ん
な
前ぜ

ん

代だ
い

未み

聞も
ん

の
「
独ど

く

創そ
う

的て
き

」
な

イ
カ
サ
マ
は
提て

い

案あ
ん

ど
こ
ろ
か
、
思お

も

い
つ
き
も
し
な
か
っ
た
ろ
う
。

そ
れ
を
平へ

い

然ぜ
ん

と
実じ

っ

行こ
う

し
た
韓か

ん

国こ
く

と
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

、
お
よ
び
、
そ
ん

な
不ふ

公こ
う

正せ
い

を
許ゆ

る

し
た
国こ

く

際さ
い

卓た
っ

球き
ゅ
う

連れ
ん

盟め
い

の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ

を
疑う

た
が
う
。
そ
れ
に
対た

い

し
て
一ひ

と

言こ
と

も
文も

ん

句く

を
言い

わ
ず
に
、
実じ

つ

力り
ょ
くで

合ご
う

同ど
う

チ
ー
ム
を
退し

り
ぞ
け
た
日に

本ほ
ん

女じ
ょ

子し

チ
ー
ム
の
敢か

ん

闘と
う

ぶ
り
は
見み

事ご
と

で
あ
っ
た
。

　

ち
ょ
う
ど
、東と

う

京き
ょ
う

書し
ょ

籍せ
き
（
東と

う

書し
ょ

）
と
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ
（
育い

く

鵬ほ
う

）
と
も
、

今い
ま

ま
で
読よ

み
比く

ら

べ
を
し
て
き
た
伝で

ん

統と
う

文ぶ
ん

化か

の
あ
と
で
、「
き
ま

フ
ラ
ン
ス
革か

く

命め
い

か
ら
学ま

な

ぶ

              
人じ

ん

権け
ん

弾だ
ん

圧あ
つ

の
歴れ

き

史し

2018年
ねん

6月
がつ

3日
か

版
ばん

り
」
と
「
公こ

う

正せ
い

」
を
論ろ

ん

じ
た
節せ

つ

が
あ
り
、
韓か

ん

国こ
く

と
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

、

国こ
く

際さ
い

卓た
っ

球き
ゅ
う

連れ
ん

盟め
い

の
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

は
、
こ
れ
ら
に
関か

ん

し
て
、
わ
が
国く

に

の
中

ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

レ
ベ
ル
の
常

じ
ょ
う

識し
き

も
持も

っ
て
い
な
か
っ
た
事こ

と

が
分わ

か
る
。

　
こ
の
部ぶ

分ぶ
ん

は
、
両

り
ょ
う

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

と
も
記き

述じ
ゅ
つ

内な
い

容よ
う

は
そ
れ
ほ
ど
食く

い
違ち

が
っ
て
い
な
い
の
で
、読よ

み
比く

ら

べ
と
し
て
は
割か

つ

愛あ
い

す
る
。
た
だ
、

育い
く

鵬ほ
う

の
４
ペ
ー
ジ
に
対た

い

し
て
、
東と

う

書し
ょ

は
８
ペ
ー
ジ
も
費つ

い

や
し
て

精く
わ

し
く
説せ

つ

明め
い

し
て
お
り
、
例れ

い

題だ
い

と
し
て
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
利り

用よ
う

に

関か
ん

す
る
各か

く

運う
ん

動ど
う

部ぶ

の
対た

い

立り
つ

と
合ご

う

意い

な
ど
、
中

ち
ゅ
う

学が
く

生せ
い

に
も
議ぎ

論ろ
ん

し
や
す
い
題だ

い

材ざ
い

を
使つ

か
っ
て
い
る
点て

ん

を
評

ひ
ょ
う

価か

し
て
お
き
た
い
。

　

そ
の
次つ

ぎ

に
、
両

り
ょ
う

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

と
も
い
よ
い
よ
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

に
入は

い

る
。東と

う

書し
ょ

は「
第だ

い

２
章し

ょ
う　
個こ

人じ
ん

の
尊そ

ん

重ち
ょ
うと
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

」と
題だ

い

し
、

「
人じ

ん

権け
ん

の
歴れ

き

史し

」
か
ら
説と

き
始は

じ

め
る
。

　

人じ
ん

権け
ん

が
保ほ

障し
ょ
うさ
れ
る
ま
で
に
は
、
人ひ

と

々び
と

の
長な

が

年ね
ん

に
わ
た
る

努ど

力り
ょ
くが
あ
り
ま
し
た
。
特と

く

に
１
７
世せ

い

紀き

か
ら
１
８
世せ

い

紀き

に
か

け
て
の
近き

ん

代だ
い

革か
く

命め
い

の
と
き
に
は
、
人じ

ん

権け
ん

の
思し

想そ
う

が
、
身み

分ぶ
ん

制せ
い

に
基も

と

づ
く
国こ

く

王お
う

の
支し

配は
い

を
打う

ち
破や

ぶ

る
う
え
で
大お

お

き
な
力ち

か
らに
な

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
近き

ん

代だ
い

革か
く

命め
い

の
と
き
に
出だ

さ
れ
た
ア
メ

リ
カ
独ど

く

立り
つ

宣せ
ん

言げ
ん

や
フ
ラ
ン
ス
人じ

ん

権け
ん

宣せ
ん

言げ
ん

な
ど
で
は
、
全す

べ

て
の

人に
ん

間げ
ん

は
生う

ま
れ
な
が
ら
に
し
て
人じ

ん

権け
ん

を
持も

つ
と
宣せ

ん

言げ
ん

さ
れ
ま
し

た
。［
１
、　
ｐ
３
６
］

　

育い
く

鵬ほ
う

は
、「
４
、
人じ

ん

権け
ん

の
歴れ

き

史し

」
で
「
西せ

い

洋よ
う

に
お
け
る
人じ

ん

権け
ん

」
と
の
見み

出だ

し
の
下も

と

で
、
こ
う
説と

く
。

　
人じ

ん

権け
ん

と
い
う
考か

ん
がえ
方か

た

が
強つ

よ

く
意い

識し
き

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
国こ

く

王お
う

や
一い

ち

部ぶ

の
貴き

族ぞ
く

に
よ
り
専せ

ん

制せ
い

的て
き

な
政せ

い

治じ

（
絶ぜ

っ

対た
い

王お
う

政せ
い

）
が
行お

こ
なわ
れ
て
い
た
１
７
～
１
８
世せ

い

紀き

前ぜ
ん

後ご

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
お
い
て
で
す
。
人ひ

と

々び
と

は
こ
の
強

き
ょ
う

圧あ
つ

的て
き

な
政せ

い

治じ

に
対た

い

し
、
市し

民み
ん

革か
く

命め
い

を
お
こ
し
、
近き

ん

代だ
い

的て
き

な
国こ

く

民み
ん

国こ
っ

家か

を
つ
く
り
上あ

げ
ま

し
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
で
は
名め

い

誉よ

革か
く

命め
い

に
よ
っ
て
権け

ん

利り

の
章

し
ょ
う

典て
ん

が
制せ

い

定て
い

さ

れ
、
国こ

く

王お
う

の
絶ぜ

っ

対た
い

的て
き

な
権け

ん

力り
ょ
くを
制せ

い

限げ
ん

す
る
と
と
も
に
伝で

ん

統と
う

的て
き

な
権け

ん

利り

が
確か

く

認に
ん

さ
れ
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
独ど

く

立り
つ

宣せ
ん

言げ
ん

や
フ
ラ
ン

ス
人じ

ん

権け
ん

宣せ
ん

言げ
ん

は
「
人ひ

と

は
生う

ま
れ
つ
き
自じ

由ゆ
う

・
平

び
ょ
う

等ど
う

の
権け

ん

利り

を

も
つ
」
と
う
た
い
、
人に

ん

間げ
ん

と
し
て
生う

ま
れ
た
か
ぎ
り
、
だ
れ
も

が
一い

っ

定て
い

の
権け

ん

利り

を
も
っ
て
い
る
と
宣せ

ん

言げ
ん

し
ま
し
た
。［
２
，　
ｐ

５
３
］

　

東と
う

書し
ょ

は
ア
メ
リ
カ
独ど

く

立り
つ

宣せ
ん

言げ
ん

と
フ
ラ
ン
ス
人じ

ん

権け
ん

宣せ
ん

言げ
ん

を
挙あ

げ
、
育い

く

鵬ほ
う

は
そ
の
前ま

え

に
イ
ギ
リ
ス
の
名め

い

誉よ

革か
く

命め
い

で
「
伝で

ん

統と
う

的て
き

な

権け
ん

利り

が
確か

く

認に
ん

さ
れ
ま
し
た
」
と
指し

摘て
き

す
る
。
こ
こ
が
大お

お

き
な

違ち
が

い
で
あ
る
。

　

実じ
つ

は
、
フ
ラ
ン
ス
革か

く

命め
い

と
イ
ギ
リ
ス
の
名め

い

誉よ

革か
く

命め
い

は
、
同お

な

じ

革か
く

命め
い

と
言い

っ
て
も
雲う

ん

泥で
い

の
違ち

が

い
が
あ
る
。
思し

想そ
う

の
違ち

が

い
の
前ま

え

に
、

史し

実じ
つ

の
違ち

が

い
を
見み

て
お
こ
う
。
ア
メ
リ
カ
の
歴れ

き

史し

家か

サ
イ
モ
ン・

シ
ャ
ー
マ
は
、
著ち

ょ

書し
ょ

『
フ
ラ
ン
ス
革か

く

命め
い

の
主し

ゅ

役や
く

た
ち
』
で
次つ

ぎ

の

よ
う
に
語か

た
っ
て
い
る
。

　

人じ
ん

権け
ん

宣せ
ん

言げ
ん

の
イ
ン
ク
が
乾か

わ

く
か
乾か

わ

か
な
い
う
ち
に
、
国こ

く

民み
ん

議ぎ

会か
い

は
・
・
・
反は

ん

革か
く

命め
い

の
陰い

ん

謀ぼ
う

を
探さ

ぐ

る
た
め
の
委い

員い
ん

会か
い

を
設せ

っ

置ち

し
て
、
郵ゆ

う

便び
ん

物ぶ
つ

は
開か

い

封ふ
う

す
る
、
逮た

い

捕ほ

状じ
ょ
うな
し
に
人ひ

と

は
逮た

い

捕ほ

す
る
、
正せ

い

規き

の
手て

続つ
づ

き
を
踏ふ

む
こ
と
な
し
に
拘こ

う

禁き
ん

は
す
る
、

移い

動ど
う

の
自じ

由ゆ
う

は
妨ぼ

う

害が
い

す
る
始し

末ま
つ

で
す
。［
３
］

　

逮た
い

捕ほ

、
拘こ

う

禁き
ん

は
ま
だ
ま
し
だ
っ
た
。
革か

く

命め
い

政せ
い

府ふ

に
よ
る
カ

ト
リ
ッ
ク
教

き
ょ
う

会か
い

弾だ
ん

圧あ
つ

や
ル
イ
１
６
世せ

い

幽ゆ
う

閉へ
い

に
反は

ん

対た
い

し
て
立た

ち

上あ

が
っ
た
フ
ラ
ン
ス
西せ

い

部ぶ

ヴ
ェ
ン
デ
地ち

方ほ
う

の
農の

う

民み
ん

は
徹て

っ

底て
い

的て
き

に

掃そ
う

討と
う

さ
れ
た
。
国こ

く

民み
ん

公こ
う

会か
い

は
こ
の
地ち

方ほ
う

を
組そ

織し
き

的て
き

に
破は

壊か
い

し
、

反は
ん

乱ら
ん

者し
ゃ

を
殺さ

つ

戮り
く

す
る
よ
う
決け

っ

定て
い

し
、
そ
れ
を
忠

ち
ゅ
う

実じ
つ

に
実じ

っ

行こ
う

し

た
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ウ
ェ
ス
テ
ル
マ
ン
将

し
ょ
う

軍ぐ
ん

は
次つ

ぎ

の
よ
う
に
報ほ

う

告こ
く

し
て
い
る
。

　
ヴ
ェ
ン
デ
は
も
は
や
存そ

ん

在ざ
い

し
な
い
。
女

お
ん
な

子こ

供ど
も

も
ろ
と
も
、

わ
れ
わ
れ
の
自じ

由ゆ
う

の
剣け

ん

の
も
と
に
死し

ん
だ
の
だ
。
私わ

た
しは
彼か

れ

ら

を
サ
ヴ
ネ
の
沼ぬ

ま

に
葬

ほ
う
む

っ
た
。子こ

供ど
も

た
ち
を
馬う

ま

で
踏ふ

み
つ
ぶ
し
、

女お
ん
なた
ち
を
虐

ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

し
た
か
ら
、野や

蛮ば
ん

が
生う

ま
れ
る
こ
と
も
な
い
。

囚し
ゅ
う

人じ
ん

を
一ひ

と

人り

で
も
残の

こ

し
た
と
咎と

が

め
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
は

し
て
い
な
い
。
す
べ
て
処し

ょ

分ぶ
ん

し
た
。

…
道み

ち

と
い
う
道み

ち

は
死し

体た
い

で
埋う

ま
っ
て
い
る
。
死し

体た
い

が
多お

お

す
ぎ

る
の
で
、
何な

ん

ヶ
所し

ょ

か
で
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
よ
う
に
積つ

み
上あ

げ

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

大た
い

砲ほ
う

で
の
処し

ょ

刑け
い

、
船せ

ん

倉そ
う

に
閉と

じ
込こ

め
た
ま
ま
の
溺で

き

死し

刑け
い

、

子こ

供ど
も

を
馬う

ま

で
蹴け

り
殺こ

ろ

す
刑け

い

等と
う

々と
う

、
ヴ
ェ
ン
デ
地ち

方ほ
う

で
の
犠ぎ

牲せ
い

者し
ゃ

は
約や

く

４
０
万ま

ん

人に
ん

に
上の

ぼ

る
。

　

都と

市し

部ぶ

で
は
、
ギ
ロ
チ
ン
に
よ
る
粛

し
ゅ
く

正せ
い

の
嵐あ

ら
しが
続つ

づ

い
た
。

　

グ
レ
ー
ブ
広ひ

ろ

場ば

で
、
つ
い
で
革か

く

命め
い

広ひ
ろ

場ば

と
転て

ん

覆ぷ
く

王お
う

座ざ

の
壁か

べ

で
ギ
ロ
チ
ン
が
た
え
ま
な
く
働は

た
ら
き
つ
づ
け
、
多お

お

い
と
き
に
は
連れ

ん

日じ
つ

、
５
、６
０
人に

ん

の
犠ぎ

牲せ
い

者し
ゃ

が
荷に

馬ば

車し
ゃ

で
運は

こ

ば
れ
て
き
た
。
パ

リ
で
は
、
革か

く

命め
い

政せ
い

府ふ

が
活か

つ

動ど
う

を
始は

じ

め
た
１
７
９
３
年ね

ん

３
月が

つ

か
ら
、「
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
９
日か

」
で
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
が
没ぼ

つ

落ら
く

す
る
１
７
９
４
年ね

ん

７
月が

つ

ま
で
に
、
１
８
６
２
名め

い

が
処し

ょ

刑け
い

さ
れ

１
．
世せ

界か
い

卓た
っ

球き
ゅ
う

２
０
１
８

        

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
の

       「
独ど

く

創そ
う

的て
き

」
な
イ
カ
サ
マ

た
。
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
後ご

の
処し

ょ

刑け
い

ま
で
含ふ

く

め
る
と
最さ

い

終し
ゅ
う

的て
き

に
は

２
６
３
９
名め

い

が
犠ぎ

牲せ
い

と
な
っ
た
。

　
斬ざ

ん

首し
ゅ

さ
れ
た
の
は
、
貴き

族ぞ
く

よ
り
も
職

し
ょ
く

人に
ん

や
小

し
ょ
う

商し
ょ
う

店て
ん

主し
ゅ

の
方ほ

う

が
多お

お

く
、
狂

き
ょ
う

信し
ん

と
い
う
よ
り
惰だ

性せ
い

か
ら
処し

ょ

刑け
い

が
行お

こ
なわ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
恐

き
ょ
う

怖ふ

政せ
い

治じ

が
、
各か

く

地ち

で
行お

こ
なわ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス

革か
く

命め
い

に
よ
る
犠ぎ

牲せ
い

者し
ゃ

は
最さ

い

終し
ゅ
う

的て
き

に
は
２
０
０
万ま

ん

人に
ん

に
上の

ぼ

る
と

推す
い

定て
い

さ
れ
て
い
る
。［
４
］

　
「
基き

本ほ
ん

的て
き

人じ
ん

権け
ん

」
の
第だ

い

一い
ち
は
人じ

ん

命め
い

の
尊そ

ん

重ち
ょ
うで
あ
る
。
人じ

ん

権け
ん

を

謳う
た

い
つ
つ
２
０
０
万ま

ん

人に
ん

も
殺こ

ろ

す
事こ

と

は
、
ま
さ
に
「
看か

ん

板ば
ん

に
偽い

つ
わり

あ
り
」
だ
。
そ
の
「
偽い

つ
わ
り
」
ぶ
り
は
、
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

幹か
ん

部ぶ

が
平

び
ょ
う

等ど
う

を
謳う

た

い
つ
つ
、
一い

っ

般ぱ
ん

の
農の

う

民み
ん

労ろ
う

働ど
う

者し
ゃ

を
搾さ

く

取し
ゅ

し
て
「
貴き

族ぞ
く

的て
き

」

生せ
い

活か
つ

を
享

き
ょ
う

受じ
ゅ

し
た
共

き
ょ
う

産さ
ん

革か
く

命め
い

と
良よ

い
勝

し
ょ
う

負ぶ

で
は
な
い
か
。

　

そ
も
そ
も
「
す
べ
て
の
人に

ん

間げ
ん

云う
ん

々ぬ
ん

」
は
看か

ん

板ば
ん

と
し
て
も
ア
メ

リ
カ
の
独ど

く

立り
つ

宣せ
ん

言げ
ん

の
二に

番ば
ん

煎せ
ん

じ
で
あ
り
、
実じ

っ

際さ
い

に
は
そ
の
正せ

い

反は
ん

対た
い

の
人じ

ん

権け
ん

弾だ
ん

圧あ
つ

を
行

お
こ
な
っ
た
。
こ
の
実じ

っ

態た
い

を
見み

れ
ば
、
フ
ラ
ン

ス
革か

く

命め
い

と
は
「
人じ

ん

権け
ん

の
歴れ

き

史し

」
の
中な

か

で
語か

た

ら
れ
る
よ
り
も
、
ロ

シ
ア
革か

く

命め
い

や
シ
ナ
共

き
ょ
う

産さ
ん

革か
く

命め
い

に
連つ

ら

な
る
「
人じ

ん

権け
ん

弾だ
ん

圧あ
つ

の
歴れ

き

史し

」

の
中な

か

で
語か

た

る
べ
き
出で

来き

事ご
と

で
あ
っ
た
。

　

哲て
つ

学が
く

者し
ゃ

カ
ー
ル
・
ヤ
ス
パ
ー
ス
は
著ち

ょ

書し
ょ

『
歴れ

き

史し

の
起き

源げ
ん

と

目も
く

標ひ
ょ
う』
の
中な

か

で
次つ

ぎ

の
よ
う
に
言い

っ
て
い
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
革か

く

命め
い

は
、・
・
・
近き

ん

代だ
い

的て
き

自じ

由ゆ
う

の
源げ

ん

泉せ
ん

で
は
な
い
。

む
し
ろ
近き

ん

代だ
い

的て
き

自じ

由ゆ
う

は
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ラ
ン
ダ
、

お
よ
び
ス
イ
ス
に
お
い
て
、
連れ

ん

綿め
ん

と
伝つ

た

え
ら
れ
た
真し

ん

生せ
い

の
自じ

由ゆ
う

に
基き

盤ば
ん

を
持も

つ
も
の
で
あ
る
。［
３
］

　

ヤ
ス
パ
ー
ス
が
近き

ん

代だ
い

的て
き

自じ

由ゆ
う

の
源げ

ん

泉せ
ん

の
一ひ

と

つ
と
考か

ん
が

え
る

イ
ギ
リ
ス
の
名め

い

誉よ

革か
く

命め
い

は
次つ

ぎ

の
よ
う
な
経け

い

緯い

で
起お

こ
っ
た
。

１
６
８
８
年ね

ん

、
時と

き

の
国こ

く

王お
う

ジ
ェ
ー
ム
ズ
２
世せ

い

は
旧

き
ゅ
う

教き
ょ
う

復ふ
っ

活か
つ

政せ
い

策さ
く

に
反は

ん

対た
い

す
る
７
人に

ん

の
主し

ゅ

教き
ょ
うを
投と

う

獄ご
く

し
、
裁さ

い

判ば
ん

に
か
け
た
。

そ
の
専せ

ん

制せ
い

支し

配は
い

を
覆

く
つ
が
えそ
う
と
議ぎ

会か
い

が
立た

ち
上あ

が
り
、
王お

う

の
長

ち
ょ
う

女じ
ょ

で
、か
つ
新し

ん

教き
ょ
う

徒と

で
あ
る
メ
ア
リ
ー
の
夫お

っ
と、オ
レ
ン
ジ
公こ

う

ウ
ィ

リ
ア
ム
に
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
兵へ

い

を
率ひ

き

い
て
来ら

い

英え
い

す
る
よ
う
招

し
ょ
う

請せ
い

し

た
。

　

１
万ま

ん

３
千ぜ

ん

の
兵へ

い

を
率ひ

き

い
て
イ
ギ
リ
ス
に
上

じ
ょ
う

陸り
く

し
た
オ
レ
ン
ジ

公こ
う

に
国こ

く

内な
い

の
貴き

族ぞ
く

も
次つ

ぎ

々つ
ぎ

と
呼こ

応お
う

し
、
結け

っ

局き
ょ
くジ
ェ
ー
ム
ス
２
世せ

い

は
フ
ラ
ン
ス
に
亡ぼ

う

命め
い

。
オ
レ
ン
ジ
公こ

う

は
議ぎ

会か
い

の
出だ

し
た
「
権け

ん

利り

宣せ
ん

言げ
ん

」
を
認み

と

め
た
上う

え

で
、
ウ
イ
リ
ア
ム
３
世せ

い

と
し
て
、
妻つ

ま

メ

ア
リ
ー
と
共

き
ょ
う

同ど
う

の
王お

う

位い

に
つ
い
た
。
こ
れ
を
「
名め

い

誉よ

革か
く

命め
い

」
と

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎

まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少

すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

など
に記

きじ

事を紹
しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．「
人じ

ん

権け
ん

の
歴れ

き

史し

」
の
違ち

が

い

（３） ２０１８年第５０２５号 	 ６月	２３日	（土曜日）

６
．
フ
ラ
ン
ス
と
イ
ギ
リ
ス
の
違ち

が

い

３
．「
人じ

ん

権け
ん

宣せ
ん

言げ
ん

の
イ
ン
ク
が

         

乾か
わ

く
か
乾か

わ

か
な
い
う
ち
に
」

４
．「
フ
ラ
ン
ス
革か

く

命め
い

は

         

近き
ん

代だ
い

的て
き

自じ

由ゆ
う

の
源げ

ん

泉せ
ん

で
は
な
い
」

王お
う

妃ひ

マ
リ
ー
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
の
ギ
ロ
チ
ン
処し

ょ

刑け
い

(w
ikipedia com

m
ons)

フ
ラ
ン
ス
革か

く

命め
い

は
「
人じ

ん

権け
ん

の
歴れ

き

史し

」
で
は
な
く
、

                                        「
人じ

ん

権け
ん

弾だ
ん

圧あ
つ

の
歴れ

き

史し

」
と
し
て
学ま

な

ぶ
べ
き
。

呼よ

ぶ
の
は
、
流

り
ゅ
う

血け
つ

を
見み

な
い
革か

く

命め
い

で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
権け

ん

利り

宣せ
ん

言げ
ん

が
、「
権け

ん

利り

章し
ょ
う

典て
ん

」
と
し
て
立り

っ

法ぽ
う

化か

さ
れ

た
の
だ
が
、
そ
の
正せ

い

式し
き

名め
い

は
「
臣し

ん

民み
ん

の
権け

ん

利り

と
自じ

由ゆ
う

を
宣せ

ん

言げ
ん

し
、
王お

う

位い

継け
い

承し
ょ
うを
定さ

だ

め
る
法ほ

う

律り
つ

」
と
い
う
。
こ
こ
で
は
イ
ギ
リ

ス
臣し

ん

民み
ん

の「
古こ

来ら
い

の
自じ

由ゆ
う

と
権け

ん

利り

」と
し
て
１
３
項こ

う

目も
く

を
あ
げ
、

た
と
え
ば
、
国こ

く

王お
う

に
よ
る
法ほ

う

律り
つ

執し
っ

行こ
う

の
停て

い

止し

、
議ぎ

会か
い

の
同ど

う

意い

な
き
課か

税ぜ
い

な
ど
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
２
世せ

い

の
行こ

う

為い

を
違い

法ほ
う

と
し
て
い

る
。

　

育い
く

鵬ほ
う

が
「
国こ

く

王お
う

の
絶ぜ

っ

対た
い

的て
き

な
権け

ん

力り
ょ
くを
制せ

い

限げ
ん

す
る
と
と
も
に

伝で
ん

統と
う

的て
き

な
権け

ん

利り

が
確か

く

認に
ん

さ
れ
ま
し
た
」
と
い
う
の
は
こ
の
事こ

と

で

あ
る
。

　
こ
こ
で
注

ち
ゅ
う

意い

す
べ
き
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
名め

い

誉よ

革か
く

命め
い

は
「
臣し

ん

民み
ん

の
権け

ん

利り

と
自じ

由ゆ
う

」
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
革か

く

命め
い

の
「
全す

べ

て
の

人に
ん

間げ
ん

」
と
は
異こ

と

な
る
こ
と
だ
。
東と

う

書し
ょ

の
「
人じ

ん

権け
ん

の
歴れ

き

史し

」
で
、

イ
ギ
リ
ス
の
名め

い

誉よ

革か
く

命め
い

に
つ
い
て
言げ

ん

及き
ゅ
うが
な
い
の
は
、
そ
の
著ち

ょ

者し
ゃ

た
ち
が
、
イ
ギ
リ
ス
「
臣し

ん

民み
ん

」
に
だ
け
認み

と

め
ら
れ
た
権け

ん

利り

と
自じ

由ゆ
う

は
、「
人じ

ん

権け
ん

」
の
名な

に
値あ

た
い
し
な
い
と
考か

ん
が
え
た
か
ら
で
は

な
い
か
。

　
こ
こ
で
知し

る
べ
き
は
、
す
べ
て
の
「
人ひ

と

は
生う

ま
れ
な
が
ら
に

し
て
自じ

由ゆ
う

で
平

び
ょ
う

等ど
う

な
権け

ん

利り

を
持も

つ
」
と
は
言い

っ
て
も
、
そ
れ
を

護ま
も
っ
て
く
れ
る
国こ

っ

家か

が
な
け
れ
ば
「
絵え

に
描か

い
た
餅も

ち

」
に
過す

ぎ

な
い
、
と
い
う
事こ

と

で
あ
る
。
こ
れ
は
現げ

ん

代だ
い

中ち
ゅ
う

国ご
く

の
チ
ベ
ッ
ト
、

ウ
イ
グ
ル
の
民た

み

の
悲ひ

惨さ
ん

さ
を
知し

れ
ば
、
す
ぐ
に
分わ

か
る
。
い
く

ら
国こ

く

連れ
ん

が
人じ

ん

権け
ん

宣せ
ん

言げ
ん

を
出だ

し
て
も
、
国こ

く

連れ
ん

は
彼か

れ

ら
の
「
人じ

ん

権け
ん

」

を
護ま

も
っ
て
く
れ
な
い
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
「
臣し

ん

民み
ん

」
の
権け

ん

利り

は
、
国こ

っ

家か

が
護ま

も

る
べ
き
も

の
と
国こ

っ

家か

の
法ほ

う

律り
つ

で
定さ

だ

め
た
「
国こ

く

民み
ん

の
人じ

ん

権け
ん

」
だ
か
ら
こ
そ
、

実じ
っ

効こ
う

性せ
い

を
持も

ち
得え

た
の
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
独ど

く

立り
つ

宣せ
ん

言げ
ん

が
「
す
べ
て
の
人に

ん

間げ
ん

は
平

び
ょ
う

等ど
う

に
造つ

く

ら

れ
、
お
の
お
の
造ぞ

う

物ぶ
つ

主し
ゅ

に
よ
っ
て
、
他た

人に
ん

に
譲ゆ

ず

り
渡わ

た

す
こ
と
の

で
き
な
い
一い

っ

定て
い

の
権け

ん

利り

を
与あ

た

え
ら
れ
て
い
る
」
と
言い

っ
た
の
は
、

イ
ギ
リ
ス
本ほ

ん

国ご
く

か
ら
不ふ

当と
う

な
課か

税ぜ
い

を
課か

さ
れ
、
も
は
や
イ
ギ

リ
ス
臣し

ん

民み
ん

と
し
て
の
権け

ん

利り

を
護ま

も

っ
て
く
れ
な
い
と
見み

切き

っ
た
か

ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
自じ

分ぶ
ん

た
ち
で
国く

に

を
作つ

く

り
、
そ
れ
に
よ
っ

て
自じ

分ぶ
ん

た
ち
の
権け

ん

利り

を
護ま

も

ろ
う
と
し
た
。

　
こ
と
さ
ら
に
「
す
べ
て
の
人に

ん

間げ
ん

」
と
言い

っ
た
の
は
、
イ
ギ
リ

ス
臣し

ん

民み
ん

で
は
な
く
な
っ
て
も
、
自じ

分ぶ
ん

た
ち
に
も
人じ

ん

権け
ん

が
あ
る
の

だ
、
と
い
う
主し

ゅ

張ち
ょ
うで
あ
る
。
そ
れ
が
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うの
す
べ
て
の
人ひ

と

々び
と

の
人じ

ん

権け
ん

を
本ほ

ん

気き

で
護ま

も

ろ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
事こ

と

は
、
北き

た

朝
ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

民み
ん

が
圧あ

っ

政せ
い

の
下も

と

で
何な

ん

百び
ゃ
く

万ま
ん

人に
ん

単た
ん

位い

で
餓が

死し

し
た
時と

き

も
、

米べ
い

国こ
く

政せ
い

府ふ

は
傍ぼ

う

観か
ん

し
て
い
た
事こ

と

か
ら
も
明あ

き

ら
か
で
あ
る
。

　

育い
く

鵬ほ
う

は
「
し
か
し
、
世せ

界か
い

に
は
ま
だ
人じ

ん

権け
ん

を
保ほ

障し
ょ
うさ
れ
て

い
な
い
人ひ

と

々び
と

が
多お

お

く
存そ

ん

在ざ
い

し
ま
す
」［
２
，
ｐ
５
２
］
と
語か

た

っ

て
い
る
が
、
そ
れ
に
相そ

う

当と
う

す
る
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

は
東と

う

書し
ょ

に
は
見み

当あ

た
ら
な

い
。
本ほ

ん

当と
う

に
人じ

ん

権け
ん

を
学ま

な

ぶ
に
は
、
そ
の
理り

念ね
ん

だ
け
で
な
く
、
チ

ベッ
ト
、
ウ
イ
グ
ル
、
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

な
ど
の
「
人じ

ん

権け
ん

を
保ほ

障し
ょ
うさ
れ
て

い
な
い
人ひ

と

々び
と

」
の
実じ

っ

態た
い

を
知し

る
こ
と
が
必ひ

つ

要よ
う

で
は
な
い
か
。

　

育い
く

鵬ほ
う

は
「
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

を
め
ぐ
る
フ
ラ
ン
ス
と
イ
ギ
リ
ス
」
と

２
８
年ね

ん

度ど

採さ
い

用よ
う

］』、
東と

う

京
き
ょ
う

書し
ょ

籍せ
き

、
Ｈ
２
７

２
．　
『
新し

ん

編ぺ
ん

新あ
た
らし
い
み
ん

な
の
公こ

う

民み
ん　
［
平へ

い

成せ
い

２
８
年ね

ん

度ど

採さ
い

用よ
う

］　
』、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

、
Ｈ

２
７

３
．　

伊い

藤と
う

哲て
つ

夫お

、「
憲け

ん

法ぽ
う

か
く
論ろ

ん

ず
べ
し
」、
高た

か

木ぎ

書し
ょ

房ぼ
う

、
Ｈ
１
２

４
．　
「
戦せ

ん

後ご

憲け
ん

法ぽ
う

の
原げ

ん

型け
い

」

と
は
何な

に

だ
っ
た
の
か
、
明あ

日す

へ

の
選せ

ん

択た
く

、
Ｈ
９
．
８

５
．
国こ

っ

家か

の
保ほ

護ご

な
き
人じ

ん

権け
ん

は

        「
絵え

に
描か

い
た
餅も

ち

」

題だ
い

し
た
コ
ラ
ム
で
、
フ
ラ
ン
ス
が
「
伝で

ん

統と
う

や
社し

ゃ

会か
い

秩ち
つ

序じ
ょ

よ
り
個こ

人じ
ん

の
理り

性せ
い

や
権け

ん

利り

を
重

じ
ゅ
う

視し

」
す
る
一い

っ

方ぽ
う

、
イ
ギ
リ
ス
は
「
伝で

ん

統と
う

や
社し

ゃ

会か
い

秩ち
つ

序じ
ょ

を
重

じ
ゅ
う

視し

す
る
傾け

い

向こ
う

が
あ
り
ま
す
」
と
し
て
、

哲て
つ

学が
く

者し
ゃ

エ
ド
マ
ン
ド
・
バ
ー
ク
の
主し

ゅ

張ち
ょ
うを
紹

し
ょ
う

介か
い

し
て
い
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
の
政せ

い

治じ

家か

で
あ
り
哲て

つ

学が
く

者し
ゃ

で
も
あ
つ
た
エ
ド
マ
ン

ド・バ
ー
ク
は
『
フ
ラ
ン
ス
革か

く

命め
い

に
関か

ん

す
る
省せ

い

察さ
つ

』（
１
７
９
０

年ね
ん

）
と
い
う
本ほ

ん

を
書か

き
、
君く

ん

主し
ゅ

制せ
い

や
貴き

族ぞ
く

制せ
い

や
教

き
ょ
う

会か
い

制せ
い

度ど

な

ど
か
ら
な
る
旧

き
ゅ
う

体た
い

制せ
い

を
打だ

倒と
う

し
、
急

き
ゅ
う

激げ
き

な
改か

い

革か
く

を
進す

す

め
た
フ

ラ
ン
ス
革か

く

命め
い

を
強つ

よ

く
批ひ

判は
ん

し
ま
し
た
。

　
バ
ー
ク
は
人に

ん

間げ
ん

の
自じ

由ゆ
う

や
平

び
ょ
う

等ど
う

を
守ま

も

る
た
め
に
こ
そ
、
旧

き
ゅ
う

体た
い

制せ
い

を
全ぜ

ん

面め
ん

的て
き

に
破は

壊か
い

し
た
り
、
そ
の
中な

か

に
こ
め
ら
れ
て
い
た

伝で
ん

統と
う

的て
き

な
考か

ん
が
え
方か

た

を
投な

げ
す
て
て
は
な
ら
な
い
と
考か

ん
が
え
ま
し

た
。
伝で

ん

統と
う

的て
き

な
考か

ん
が
え
方か

た

の
中な

か

で
最も

っ
と
も
大た

い

切せ
つ

な
も
の
の
ひ
と
つ

は
、
社し

ゃ

会か
い

秩ち
つ

序じ
ょ

を
維い

持じ

す
る
た
め
に
必ひ

つ

要よ
う

な
モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー

や
ル
ー
ル
に
関か

ん

す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
守ま

も

ら
れ
て
は
じ

め
て
自じ

由ゆ
う

も
平

び
ょ
う

等ど
う

も
守ま

も

ら
れ
る
、
と
説と

い
た
の
で
す
。［
２
，　

ｐ
５
３
］

　

保ほ

守し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

の
核か

く

心し
ん

を
述の

べ
た
コ
ラ
ム
な
の
だ
が
、
こ
の
短み

じ
かい
、

抽ち
ゅ
う

象し
ょ
う

的て
き

な
文ぶ

ん

章し
ょ
うだ
け
で
は
理り

解か
い

が
難む

ず
かし
い
だ
ろ
う
。

　
フ
ラ
ン
ス
革か

く

命め
い

は
「
伝で

ん

統と
う

や
社し

ゃ

会か
い

秩ち
つ

序じ
ょ

よ
り
個こ

人じ
ん

の
理り

性せ
い

つ
直な

お

し
て
い
く
。「
伝で

ん

統と
う

や
社し

ゃ

会か
い

秩ち
つ

序じ
ょ

を
重

じ
ゅ
う

視し

す
る
傾け

い

向こ
う

が
あ

り
ま
す
」
と
い
う
の
は
、
こ
こ
か
ら
来く

る
。
言い

わ
ば
、
闇や

み

夜よ

に

は
手て

探さ
ぐ

り
で
一い

っ

歩ぽ

一い
っ

歩ほ

、
進す

す

ん
で
い
く
と
い
う
常

じ
ょ
う

識し
き

で
あ
る
。

　
こ
れ
が
保ほ

守し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

の
神し

ん

髄ず
い

で
あ
ろ
う
。
イ
ギ
リ
ス
の
名め

い

誉よ

革か
く

命め
い

が
犠ぎ

牲せ
い

者し
ゃ

を
一ひ

と

人り

も
出だ

さ
ず
に
、
臣し

ん

民み
ん

の
自じ

由ゆ
う

を
拡か

く

大だ
い

し
得え

た
の
は
、
こ
う
い
う
健け

ん

全ぜ
ん

な
保ほ

守し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

に
よ
る
。
東と

う

書し
ょ

が

「
人じ

ん

権け
ん

の
歴れ

き

史し

」
で
、イ
ギ
リ
ス
の
名め

い

誉よ

革か
く

命め
い

に
言げ

ん

及き
ゅ
うし
な
か
っ

た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
健け

ん

全ぜ
ん

な
保ほ

守し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

と
、
か
つ
国こ

っ

家か

が
護ま

も

る
「
国こ

く

民み
ん

の
人じ

ん

権け
ん

」
を
良よ

し
と
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

同お
な

じ
く
「
人じ

ん

権け
ん

」
と
言い

っ
て
も
、
国こ

っ

家か

の
保ほ

護ご

な
き
人じ

ん

権け
ん

は

「
絵え

に
描か

い
た
餅も

ち

」
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
革か

く

命め
い

や
共

き
ょ
う

産さ
ん

革か
く

命め
い

の

よ
う
な
「
闇や

み

夜よ

の
暴ぼ

う

走そ
う

」
で
は
、逆ぎ

ゃ
くに
多お

お

く
の
犠ぎ

牲せ
い

者し
ゃ

が
出で

る
。

人じ
ん

権け
ん

の
歴れ

き

史し

を
学ま

な

ぶ
な
ら
、
こ
の
２
つ
の
失し

っ

敗ぱ
い

は
必ひ

っ

須す

事じ

項こ
う

で

あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】
１
．　
『
新し

ん

編ぺ
ん

新あ
た
らし
い
社し

ゃ

会か
い

公こ
う

民み
ん　
［
平へ

い

成せ
い

７
．
理り

性せ
い

万ば
ん

能の
う

主し
ゅ

義ぎ

に
よ
る

       「
闇や

み

夜よ

の
暴ぼ

う

走そ
う

」
で
は

や
権け

ん

利り

を
重

じ
ゅ
う

視し

」
し
た
と
い
う
よ
う
に
、
自じ

分ぶ
ん

た
ち

の
「
理り

性せ
い

」
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
旧

き
ゅ
う

習し
ゅ
うを
打う

ち

破や
ぶ

っ
て
理り

想そ
う

的て
き

な
政せ

い

治じ

が
実じ

つ

現げ
ん

で
き
る
と
考か

ん
が
え
た
の

だ
ろ
う
。
そ
の
理り

性せ
い

万ば
ん

能の
う

主し
ゅ

義ぎ

は
、「
一い

っ

寸す
ん

先さ
き

は
闇や

み

」

と
い
う
伝で

ん

統と
う

的て
き

な
知ち

恵え

を
信し

ん

じ
ず
、
自じ

分ぶ
ん

は
道み

ち

を

知し

っ
て
い
る
と
思お

も

い
込こ

ん
で
、
突つ

っ
走ぱ

し

る
よ
う
な
も
の

だ
。

　

し
か
し
、
現げ

ん

実じ
つ

に
は
人に

ん

間げ
ん

の
理り

性せ
い

に
は
限げ

ん

界か
い

が
あ

る
の
で
、
旧

き
ゅ
う

来ら
い

の
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
うや
道ど

う

徳と
く

が
果は

た
し
て
い
た
プ

ラ
ス
面め

ん

に
気き

が
つ
か
ず
に
、
そ
れ
ら
を
す
べ
て
破は

壊か
い

し
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
自じ

分ぶ
ん

た
ち
の
考か

ん
が
え
に
欠け

っ

陥か
ん

が
あ
る
か
も
知し

れ
な
い
と
は
考か

ん
が
え
ず
、
反は

ん

対た
い

者し
ゃ

の
声こ

え

に
は
耳み

み

を
貸か

さ
ず
に
、
弾だ

ん

圧あ
つ

し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
革か

く

命め
い

も
、
共

き
ょ
う

産さ
ん

革か
く

命め
い

も
、
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
うや
伝で

ん

統と
う

を
破は

壊か
い

し
、
反は

ん

対た
い

者し
ゃ

を
殲せ

ん

滅め
つ

し
た
の
は
、
自じ

分ぶ
ん

た
ち
の
理り

性せ
い

は
万ば

ん

能の
う

だ
と
い
う
妄も

う

信し
ん

か
ら
「
伝で

ん

統と
う

や

社し
ゃ

会か
い

秩ち
つ

序じ
ょ

よ
り
個こ

人じ
ん

の
理り

性せ
い

や
権け

ん

利り

を
重

じ
ゅ
う

視し

」
し

た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
彼か

れ

ら
の
「
個こ

人じ
ん

の
理り

性せ
い

や
権け

ん

利り

」
は
机き

上じ
ょ
うの
理り

念ね
ん

に
過す

ぎ
な
か
っ
た
。
彼か

れ

ら
は
理り

念ね
ん

だ
け
を

頼た
よ

り
に
、「
伝で

ん

統と
う

や
社し

ゃ

会か
い

秩ち
つ

序じ
ょ

」
と
い
う
現げ

ん

実じ
つ

を
見み

ず
に
突つ

っ
走ぱ

し
っ
た
の
で
あ
る
。「
一い

っ

寸す
ん

先さ
き

は
闇や

み

」な
の
に
、

「
闇や

み

夜よ

の
暴ぼ

う

走そ
う

」
で
は
何な

に

か
に
躓つ

ま
ずい
て
倒た

お

れ
る
の
は

当と
う

然ぜ
ん

だ
。

　

自じ

分ぶ
ん

の
理り

性せ
い

が
万ば

ん

能の
う

で
は
な
い
と
い
う
常

じ
ょ
う

識し
き

を
持も

つ
人ひ

と

は
、
旧

き
ゅ
う

来ら
い

の
伝で

ん

統と
う

や
社し

ゃ

会か
い

秩ち
つ

序じ
ょ

に
は
先せ

ん

人じ
ん

の
長な

が

年ね
ん

の
試し

行こ
う

錯さ
く

誤ご

を
通つ

う

じ
た
知ち

恵え

が
宿や

ど

っ
て
い
る
と
考

か
ん
が

え
、
明あ

き

ら
か
に
問も

ん

題だ
い

と
な
っ
た
部ぶ

分ぶ
ん

の
み
を
少す

こ

し
づ
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Trump exalta sucesso de cúpula 
com líder norte-coreano

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD RÁDIO JAPÃO. 
nhk.jp/portuguese

Coreia do Norte (21/06/2018)

O presidente dos Estados 
Unidos, Donald Trump, 
considerou o resultado de 
sua cúpula com o líder da 
Coreia do Norte, Kim Jong 
Un, ocorrida em 12 de ju-
nho, em Cingapura, como 
um estrondoso sucesso.
Em um comício reunindo 
simpatizantes, na quarta-fei-
ra, no estado do Minnesota, 
Trump afirmou que, antes 
de ser eleito presidente, to-
dos acreditavam que os Es-

tados Unidos partiriam para 
uma guerra terrível com a 
Coreia do Norte. No entan-
to, o presidente americano 
disse que construiu uma boa 
relação com Kim e tornou o 
mundo seguro, pelo menos 
por enquanto.
Donald Trump criticou a 
imprensa tradicional de 
seu país devido às críticas 
de que ele fez demasiadas 
concessões ao lado norte-
coreano. Ele declarou ter 

apenas acolhido a reunião e 
que Pyongyang se compro-
meteu a se desnuclearizar to-
talmente, além de suspender 
os disparos de mísseis e a re-
alização de testes nucleares.
No mesmo dia, o secretário 
de Defesa dos Estados Uni-
dos, James Mattis, deu a 
entender que a cúpula entre 
seu país e a Coreia do Norte 
é apenas o início de um pro-
cesso de desnuclearização.
Quanto ao cancelamento dos 

exercícios militares entre 
os Estados Unidos e a Co-
reia do Sul, originalmente 
programados para agosto, 
Mattis declarou que vai se 
reunir, na sexta-feira, com 
o secretário de Estado Mike 
Pompeo e o conselheiro de 
Segurança Nacional John 
Bolton para discutir o que 
fazer com as futuras mano-
bras conjuntas.

Kim Jong Un quer 
desnuclearização por etapas

Coreia do Norte (20/06/2018)

O líder da Coreia do Nor-
te estaria planejando des-
nuclearizar o país em fases 
e contar com o apoio da 
China durante o processo.
Kim Jong Un está em Pe-
quim para uma visita de 
dois dias. Esta é a terceira 
vez que o líder vai à capital 
chinesa nos últimos me-
ses, pouco depois de seu 

histórico encontro com o 
presidente americano em 
Cingapura.
Na terça-feira, o presidente 
da China recebeu Kim no 
Grande Salão do Povo, em 
Pequim.
Segundo a mídia chinesa, 
Xi Jinping elogiou o resul-
tado “positivo” da cúpula 
dos Estados Unidos com a 

Presidente de Taiwan envia 
mensagem de apoio a vítimas 
de terremoto no Japão

Terremoto (19/06/2018)

A presidente de Taiwan, 
Tsai Ing-wen, enviou suas 
condolências a todos os 
afetados pelo terremoto de 
segunda-feira em Osaka, 
no oeste do Japão.
Tsai postou na segunda-
feira uma mensagem em 
japonês em sua conta no 
Twitter.
Ela escreveu que está oran-
do para uma rápida recupe-
ração das pessoas afetadas 
pelo desastre e pela recons-
trução das regiões atingidas 
pelo tremor.
Tsai também disse que seu 
governo está se preparando 
para ajudar e oferecer toda 

a assistência possível, 
caso o Japão a solicite.
Pessoas em Taiwan tam-
bém ofereceram doações 
e palavras de apoio após 
o forte terremoto segui-
do de tsunami que atin-
giu o nordeste do Japão 
em março de 2011.
Quando o leste de 
Taiwan foi atingido por 
um grande tremor em 
fevereiro deste ano, o 
premiê japonês, Shinzo 
Abe, enviou suas condo-
lências e uma equipe de 
especialistas em desas-
tres.

Coreia do Norte.
O presidente chinês te-
ria dito que Kim e Trump 
chegaram a um consenso 
básico acerca da desnucle-
arização da Península Co-
reana e do estabelecimento 
da paz de maneira perma-
nente na região.
Já Kim Jong Un teria dito a 
Xi Jinping que caso a Co-

reia do Norte e os Estados 
Unidos implementem gra-
dualmente o que foi acor-
dado na cúpula, os esfor-
ços pela desnuclearização 
chegariam a uma fase im-
portante no processo.
Observadores indicam que 
a Coreia do Norte preten-
de obter recompensas de 
acordo com o avanço do 
processo de desnuclea-
rização. Por outro lado, 
os americanos planejam 
manter as sanções contra 
o país até que Pyongyang 
abandone seu programa 
nuclear.

Suzuki vai encerrar 
fabricação de carros 
na China

Suzuki (19/06/2018)

A Suzuki Motor vai en-
cerrar a fabricação de car-
ros na China e deve passar 
a concentrar seus recursos 
na Índia, onde possui uma 
grande fatia do mercado.
Executivos da montadora 
japonesa estão debatendo a 
dissolução da joint venture 
com sua parceira chinesa, a 
Changan Automobile.
No início deste mês, a 

Suzuki anunciou a dis-
solução de uma aliança 
com outra montadora 
chinesa.
Os desinvestimentos sig-
nificam que a Suzuki está 
se retirando do maior 
mercado de veículos 
do mundo após mais de 
duas décadas de produ-
ção no local.

Japão derrota Colômbia 
por 2 a 1

Copa do Mundo  (20/06/2018)

O Japão estreou na Copa 
do Mundo com tudo. Os 
Samurais Azuis derrotaram 
a Colômbia, favorita do 
grupo, por 2 a 1, tornando-
se assim a primeira equipe 
asiática a derrotar uma se-
leção sul-americana nesta 
copa.

Logo aos 3 minutos do 
primeiro tempo, Carlos 
Sánchez bloqueou a bola 
dentro da área. O resulta-
do foi pênalti para o Japão 
e a expulsão do colombia-
no. Shinji Kagawa bateu e 
abriu o placar para a sele-
ção japonesa.

A vantagem durou apenas 
33 minutos. Com falta do 
capitão japonês Makoto 
Hasebe, Juan Quintero co-
brou por baixo da barreira e 
empatou a partida.
No segundo tempo, Ke-
isuke Honda entrou em 
campo e fez a diferença. O 
meia-atacante bateu um es-
canteio e Yuya Osako cabe-
ceou para o fundo da rede, 
fechando o placar em 2 a 1 
para o Japão.

Com a vitória, a equipe ja-
ponesa aumenta as chances 
de seguir para as quartas-
de-final.
No domingo, os Samurais 
Azuis voltam ao campo 
para enfrentar o Senegal. 
Na quinta-feira da próxima 
semana o adversário será a 
Polônia.
Yuya Osako comemorou: 
“Realizei meu sonho. Es-
tou tão feliz”.

EUA e Coreia do Sul anunciam 
suspensão de exercícios 
militares conjuntos

Levantamento indica que opiniões 
no Japão e na Coreia do Sul diferem 
no tocante à Coreia do Norte

Número recorde de firmas recebe 
orientação de ministério japonês sobre 
maneira de tratar estagiários estrangeiros

Coreia do Norte (21/06/2018)

Coreia do Norte (19/06/2018)

Estagiários Estrangeiros (22/06/2018)

Estados Unidos e Coreia 
do Sul concordaram em 
suspender exercícios mili-
tares conjuntos programa-
dos para o mês de agosto.
Na segunda-feira, o De-
partamento de Defesa dos 
Estados Unidos anunciou 
ter suspendido todo o pla-

Um levantamento so-
bre questões nucleares da 
Coreia do Norte realizado 
entre japoneses e sul-corea-
nos revelou níveis distintos 
de otimismo. Somente 10% 
dos interpelados japoneses 
disseram acreditar que ha-
verá uma solução dentro de 
uma década, enquanto esta 
cifra foi de 60% para os 

O Ministério do Trabalho 
do Japão diz ter instruído, 
no ano passado, um nú-
mero recorde de empresas 
para que corrijam suas prá-
ticas na maneira de tratar 
estagiários estrangeiros, 
como obrigá-los a efetuar 
ilegalmente longas horas 

nejamento das manobras 
conhecidas como Ulchi 
Freedom Guardian.
De acordo com o Pentágo-
no, Estados Unidos e Co-
reia do Sul vão continuar a 
coordenar ações adicionais.
O departamento disse ain-
da que os secretários James 

sul-coreanos.
A Genron NPO, uma orga-
nização japonesa sem fins 
lucrativos, e o Instituto do 
Leste da Ásia, organização 
sul-coreana, realizaram em 
conjunto um levantamento 
anual em maio e início de 
junho, antes da realização 
da cúpula dos EUA com a 
Coreia do Norte em Cinga-

de trabalho.
Todos os anos, o ministé-
rio verifica firmas de todo 
o país que recebem es-
trangeiros que vêm adqui-
rir técnicas de trabalho no 
Japão. No final de outubro 
passado, 257 mil estrangei-
ros trabalhavam no Japão 

Mattis, de Defesa, e Mike 
Pompeo, de Estado, se en-
contrarão nesta semana no 
Pentágono para discutir o 
assunto.
Já o Ministério da Defesa 
da Coreia do Sul também 
anunciou a suspensão dos 
exercícios.
As manobras Ulchi Free-
dom Guardian têm como 
foco simulações por com-
putador designadas para 
elevar a prontidão na Pe-
nínsula Coreana.

pura.
Cerca de mil pessoas em 
cada um dos dois países 
responderam. Elas foram 
perguntadas sobre a de-
claração de Panmunjom, 
adotada durante a cúpula 
intercoreana em abril, que 
afirma que as duas Coreias 
vão trabalhar rumo a uma 
completa desnuclearização 
da Península Coreana.
Cerca de 25% dos japo-
neses que responderam 
disseram acreditar que um 
progresso será conseguido 
rumo a uma total desnucle-

sob este programa.
Foi descoberto que, em 
2017, houve violações em 
cerca de 70 por cento das 
5.966 instalações que fo-
ram checadas. O número é 
o maior desde o início dos 
registros em 2003.
A análise mostra que 1.566 
estabelecimentos infrin-
giram regulamentos sobre 
horas de trabalho, enquanto 
que 1.176 violaram aque-
les envolvendo segurança, 

Após sua cúpula com o 
líder da Coreia do Norte, 
Kim Jong Un, o presidente 
dos Estados Unidos, Do-
nald Trump, afirmou que 
suspenderia os exercícios 
desde que Pyongyang con-
tinuasse dialogando de ma-
neira sincera com Washin-
gton.
O lado norte-coreano exi-
giu a suspensão das mano-
bras, chamando-as de um 
ato provocativo e inaceitá-
vel.

arização no futuro, enquan-
to cerca de 60% dos sul-co-
reanos disseram o mesmo.
No lado japonês, somente 
10,2% disseram acreditar 
que as questões de ordem 
nuclear da Coreia do Nor-
te serão resolvidas dentro 
de uma década, excedendo 
ligeiramente a cifra do ano 
passado que foi de 7,4%. 
No tocante aos sul-core-
anos, 60,6% disseram o 
mesmo no recente levan-
tamento, constituindo uma 
alta em relação aos 28,7% 
registrados no ano passado.

adotando máquinas sem 
sistemas de segurança ne-
cessários. Outros 945 esta-
belecimentos não pagaram 
horas extras. Em alguns 
casos, um estagiário não 
recebeu o pagamento de até 
140 horas extras por mês. 
Em outro caso, um estagiá-
rio foi obrigado a trabalhar 
por cerca de 3,6 dólares por 
hora.





た
め
に
努ど

力り
ょ
くし
て
世せ

界か
い

恒こ
う

久
き
ゅ
う

平へ
い

和わ

の
実じ

つ

現げ
ん

に
寄き

与よ

す
る
こ

と
を
目も

く

的て
き

と
し
た
国こ

く

際さ
い

機き

構こ
う

だ
。
戦せ

ん

争そ
う

中ち
ゅ
う、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
岸き

し

本も
と

昂こ
う

一い
ち

が
《
大お

お

南な
ん

米べ
い

に
お
け
る
わ
れ
ら
の
「
出

し
ゅ
つ

埃え
じ

及ぷ
と

（
エ
ジ
プ
ト
）
記き

」》
と

譬た
と

え
た
２
４
時じ

間か
ん

以い

内な
い

の
強

き
ょ
う

制せ
い

立た
ち

退の
き

と
い
う
、
戦せ

ん

時じ

下か

の

日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
対た

い

す
る
最さ

い

大だ
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の
人じ
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権け
ん

侵し
ん

害が
い

事じ

件け
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う
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で
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き
た
。
会か

い

館か
ん

が
全ぜ

ん

面め
ん

返へ
ん

還か
ん

さ

れ
た
今い

ま

、
二に

度ど

と
同お

な

じ
過あ

や
ま

ち

　

サ
ン
ト
ス
に
第だ

い

一い
っ

回か
い

移い

民み
ん

船せ
ん

「
笠か

さ

戸と

丸ま
る

」
が
着

ち
ゃ
っ

港こ
う

し
て
か
ら
１
１
０
年ね

ん

を
迎む

か

え
た

「
移い

民み
ん

の
日ひ

」
の
６
月が

つ

１
８
日に

ち

、
戦せ

ん

争そ
う

で
敵て

き

性せ
い

国こ
く

資し

産さ
ん

と
し
て
凍と

う

結け
つ

接せ
っ

収し
ゅ
うさ
れ
た
旧き

ゅ
う
サ

ン
ト
ス
日に

本ほ
ん

人じ
ん

学が
っ

校こ
う

の
全ぜ

ん

面め
ん

返へ
ん

還か
ん

を
求も

と

め
る
７
０
年ね

ん

越ご

し
の
祈き

願が
ん

が
結け

つ

実じ
つ

し
、
建た

て

物も
の

の

名め
い

義ぎ

変へ
ん

更こ
う

署し
ょ

名め
い

式し
き

が
行お

こ
なわ
れ
、
コ
ロ
ニ
ア
に
正せ

い

式し
き

返へ
ん

還か
ん

さ
れ
た
。
長な

が

年ね
ん

運う
ん

動ど
う

を
支さ

さ

え
て

き
た
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

や
そ
の
子し

弟て
い

が
一い

ち

同ど
う

に
介か

い

し
、
念ね

ん

願が
ん

の
全ぜ

ん

面め
ん

返へ
ん

還か
ん

に
歓か

ん

喜き

に
沸わ

い
た
。

が
繰く

り
返か

え

さ
れ
な
い
よ
う
サ

ン
ト
ス
日に

本ほ
ん

人じ
ん

会か
い

に
は
、
そ

の
歴れ

き

史し

を
語か

た

り
継つ

ぐ
役や

く

割わ
り

を

期き

待た
い

し
た
い
と
こ
ろ
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
９
７
８
年ね

ん

か
ら
２
０
０ 

３
年ね

ん

ま
で
２
５
年ね

ん

間か
ん

、
会か

い

長
ち
ょ
う

を
務つ

と

め
た
上か

み

新あ
ら
たさ
ん
は
、
今こ

年と
し

３
月が

つ

１
１
日に

ち

に
享

き
ょ
う

年ね
ん

９
５

で
亡な

く
な
っ
た
。
式し

き

典て
ん

に
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
娘む

す
め

・
小さ

代よ

子こ

さ
ん
は

「
父と

う

ち
ゃ
ん
は
返へ

ん

還か
ん

の
た
め
に

こ
つ
こ
つ
と
活か

つ

動ど
う

し
て
い
た
。

　
「
今

き
ょ
う

日
は
歴れ

き

史し

的て
き

な
日ひ

。
こ

の
日ひ

の
た
め
に
返へ

ん

還か
ん

の
火ひ

を

絶た

や
さ
ず
、
地じ

道み
ち

に
運う

ん

動ど
う

を

続つ
づ

け
て
き
た
、
弛た

ゆ

ま
な
い
努ど

力り
ょ
くが
あ
っ
た
」
―
―
橋は

し

本も
と

広ひ
ろ

瀬せ

春は
る

江え

マ
リ
セ
会か

い

長ち
ょ
う（
４
９
、

三さ
ん

世せ
い

）
は
、
そ
う
全ぜ

ん

面め
ん

返へ
ん

還か
ん

に
至い

た

る
ま
で
の
軌き

跡せ
き

を
振ふ

り

返か
え
っ
た
。

　

第だ
い

２
次じ

大た
い

戦せ
ん

中ち
ゅ
うの
１
９
４ 

３
年ね

ん

７
月が

つ

、
サ
ン
ト
ス
沿え

ん

岸が
ん

か
ら
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

６
５
０
０
人に

ん

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
２
４
時じ

間か
ん

以い

内な
い

の

強き
ょ
う

制せ
い

立た
ち

退の

き
が
命め

い

ぜ
ら
れ
、

同ど
う

会か
い

館か
ん

は
資し

産さ
ん

凍と
う

結け
つ

さ
れ

た
。
戦せ

ん

後ご

４
６
年ね

ん

に
同ど

う

会か
い

館か
ん

は
連れ

ん

邦ぽ
う

令れ
い

で
改あ

ら
た
め
て
敵て

き

性せ
い

財ざ
い

産さ
ん

と
し
て
接せ

っ

収し
ゅ
うさ
れ
、
以い

来ら
い

、

陸り
く

軍ぐ
ん

省し
ょ
うの
管か

ん

轄か
つ

下か

に
置お

か
れ

て
き
た
。

　

５
２
年ね

ん

に
日に

本ほ
ん

人じ
ん

会か
い

が
再さ

い

発ほ
っ

足そ
く

し
て
か
ら
返へ

ん

還か
ん

運う
ん

動ど
う

が

始は
じ

ま
り
、
代だ

い

々だ
い

会か
い

長ち
ょ
うが
そ
れ

を
支さ

さ

え
た
。
９
４
年ね

ん

、
同ど

う

市し

出し
ゅ
っ

身し
ん

の
伊い

波は

興こ
う

祐ゆ
う

元も
と

下か

議ぎ

が

全ぜ
ん

面め
ん

返へ
ん

還か
ん

を
求も

と

め
る
法ほ

う

案あ
ん

を

提て
い

出し
ゅ
つす
る
も
、
上

じ
ょ
う

院い
ん

で
返へ

ん

還か
ん

で
は
な
く
譲

じ
ょ
う

渡と

の
付ふ

帯た
い

条じ
ょ
う

件け
ん

付つ

き
で
可か

決け
つ

さ
れ
た
後の

ち

、
下か

院い
ん

に
戻も

ど

さ
れ
、
再さ

い

上じ
ょ
う

程て
い

待ま

ち

が
続つ

づ

い
た
。
０
６
年ね

ん

に
無む

償
し
ょ
う

貸た
い

与よ

さ
れ
る
形か

た
ち
で
使し

用よ
う

権け
ん

が

認み
と

め
ら
れ
る
も
、
議ぎ

会か
い

で
は

一い
っ

向こ
う

に
進し

ん

展て
ん

し
な
か
っ
た
。

　

伊い

波は

元も
と

下か

議ぎ

に
よ
れ
ば

「
上

じ
ょ
う

程て
い

を
妨さ

ま
た
げ
る
圧あ

つ

力り
ょ
くが
あ

っ
た
。
第だ

い

２
次じ

大た
い

戦せ
ん

で
接せ

っ

収
し
ゅ
う

し
た
資し

産さ
ん

を
返へ

ん

還か
ん

す
る
こ
と

は
軍ぐ

ん

人じ
ん

に
は
理り

解か
い

さ
れ
な
か

っ
た
」。
枢す

う

軸じ
く

国こ
く

民み
ん

か
ら
接せ

っ

収し
ゅ
うし
た
資し

産さ
ん

は
数す

う

百ひ
ゃ
く

件け
ん

に
上の

ぼ

り
、
ジ
ョ
ア
ン
・
パ
ウ
ロ
・
パ

パ
連れ

ん

邦ぽ
う

下か

議ぎ

も
「
政せ

い

府ふ

も
失

う
し
な

う
こ
と
を
恐お

そ

れ
て
い
た
」
と

振ふ
り

返か
え

る
。

　

日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

百ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

だ
っ

た
０
８
年ね

ん

に
皇こ

う

太た
い

子し

殿で
ん

下か

を

お
迎む

か

え
し
落ら

く

成せ
い

。
そ
の
後ご

、

元も
と

市し

長ち
ょ
うの
パ
パ
連れ

ん

邦ぽ
う

下か

議ぎ

が

精せ
い

力り
ょ
く

的て
き

に
議ぎ

会か
い

活か
つ

動ど
う

に
励は

げ

ん

だ
こ
と
に
加く

わ

え
、
当と

う

時じ

の
梅う

め

田だ

邦く
に

夫お

大た
い

使し

が
議ぎ

会か
い

に
早そ

う

期き

上じ
ょ
う

程て
い

を
働は

た
ら

き
か
け
る
後あ

と

押お

し
を
し
、
上

じ
ょ
う

下か

両り
ょ
う

院い
ん

で
の
承

し
ょ
う

認に
ん

、
テ
メ
ル
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うの
署し

ょ

名め
い

を
以も

っ
て
１
６
年ね

ん

１
２
月が

つ

に

正せ
い

式し
き

に
発は

っ

効こ
う

し
、
今こ

ん

回か
い

の
地ち

権け
ん

の
名め

い

義ぎ

変へ
ん

更こ
う

と
な
っ
た
。

　

当と
う

日じ
つ

の
式し

き

典て
ん

で
は
、
企き

画か
く

予よ

算さ
ん

運う
ん

営え
い

省し
ょ
う

国こ
っ

家か

資し

産さ
ん

局
き
ょ
く

か
ら
サ
ン
ト
ス
日に

本ほ
ん

人じ
ん

会か
い
へ
の

名め
い

義ぎ

変へ
ん

更こ
う

の
署し

ょ

名め
い

が
取と

り
交か

わ
さ
れ
た
。
二に

度ど

と
戦せ

ん

争そ
う

に

よ
る
過あ

や
ま
ち
が
繰く

り
返か

え

さ
れ
な

い
よ
う
平へ

い

和わ

を
祈き

願が
ん

す
る
声こ

え

が
後あ

と

を
断た

た
な
か
っ
た
。

　

パ
パ
連れ

ん

邦ぽ
う

下か

議ぎ

は
「
戦せ

ん

争そ
う

と
い
え
、
大お

お

き
な
過あ

や
ま
ち
が
あ

っ
た
こ
と
を
認み

と

め
る
の
が
こ
の

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
横よ

こ

浜は
ま

の
海か

い

外が
い

移い

住じ
ゅ
う

資し

料り
ょ
う

館か
ん

（
神か

奈な

川が
わ

県け
ん

横よ
こ

浜は
ま

市し

中な
か

区く

、
朝あ

さ

熊く
ま

由ゆ

美み

子こ

館か
ん

長ち
ょ
う

）
と
在ざ

い

東と
う

京き
ょ
う

伯は
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

（
ジ
ョ
ア
ン
・
デ
・
メ
ン

ド
ン
サ
・
リ
マ
・
ネ
ト
総そ

う

領
り
ょ
う

事じ

）
が
１
６
日に

ち

午ご
ご後
、
ブ
ラ

ジ
ル
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
記き

念ね
ん

し
、
企き

画か
く

展て
ん

「
日に

っ

伯ぱ
く

１
１
０
年ね

ん

の
絆き

ず
な

―
在ざ

い

日に
ち

ブ

ラ
ジ
ル
人じ

ん　

在ざ
い

日に
ち

３
０
年ね

ん

を

む
か
え
た
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
歴れ

き

史し

と
日に

ち

常じ
ょ
う」
の
開か

い
か
い会
式し

き

を
行お

こ

な
っ

た
。
式し

き

典て
ん

に
は
約や

く

１
０
０
人に

ん

が
来ら

い

場じ
ょ
うし
展て

ん

示じ

会か
い

の
開か

い

催さ
い

を

祝い
わ

っ
た
。

　

来ら
い

賓ひ
ん

と
し
て
ネ
ト
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

ら
が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
、
在ざ

い

日に
ち

外が
い

国こ
く

人じ
ん

の
大だ

い

学が
く

進し
ん

学が
く

を
後あ

と

押お

し
す
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法ほ

う

人じ
ん

Ａ
Ｂ
Ｃ
ジ
ャ
パ

ン
の
ミ
チ
エ
・
ア
フ
ソ
理り

事じ

長ち
ょ
うに
リ
オ
・
ブ
ラ
ン
コ
勲く

ん

章
し
ょ
う

の
授じ

ゅ

与よ

も
行お

こ
な

わ
れ
た
。

　

同ど
う

企き

画か
く

展て
ん

示じ

は
１
９
９
０

返へ
ん

還か
ん

だ
。
こ
の
歴れ

き

史し

を
知し

り
、

恒こ
う

久き
ゅ
う

平へ
い

和わ

を
共と

も

に
作つ

く

り
上あ

げ

て
い
く
た
め
に
平へ

い

和わ

を
象

し
ょ
う

徴
ち
ょ
う

す
る
空く

う

間か
ん

に
な
れ
ば
」
と
期き

待た
い

を
込こ

め
た
。

　

元も
と

連れ
ん

邦ぽ
う

下か

議ぎ

で
訪ほ

う

日に
ち

経け
い

験け
ん

も
あ
る
聖せ

い

州し
ゅ
う

国こ
く

有ゆ
う

財ざ
い

産さ
ん

管か
ん

理り

局き
ょ
くの
ロ
ブ
ソ
ン
・
ト
ゥ
マ
局

き
ょ
く

長ち
ょ
うは
、
広ひ

ろ

島し
ま

の
原げ

ん

爆ば
く

資し

料り
ょ
う

館か
ん

を
訪お

と
ず
れ
た
こ
と
に
触ふ

れ
、「
戦せ

ん

争そ
う

で
壊か

い

滅め
つ

し
た
都と

市し

の
惨さ

ん

禍か

年ね
ん

代だ
い

の
在ざ

い

日に
ち

日に
っ

系け
い

伯は
く

人じ
ん

の
困こ

ん

難な
ん

や
母ぼ

国こ
く

へ
の
郷

き
ょ
う

愁し
ゅ
うを
抱か

か

え

る
日に

ち

常じ
ょ
うを
再さ

い

現げ
ん

、
ま
た
日に

本ほ
ん

で
活か

つ

躍や
く

す
る
日に

っ

系け
い

伯は
く

人じ
ん

を
在ざ

い

日に
ち

日に
っ

系け
い

伯は
く

人じ
ん

の
写し

ゃ

真し
ん

家か

、
マ

エ
ダ
・
ジ
ュ
ニ
オ
ー
ル
さ
ん

の
写し

ゃ

真し
ん

で
紹

し
ょ
う

介か
い

し
て
い
る
。

　

ほ
か
、
入

に
ゅ
う

管か
ん

法ほ
う

改か
い

正せ
い

当と
う

時じ

の
パ
ス
ポ
ー
ト
や
新し

ん

聞ぶ
ん

雑ざ
っ

誌し

な
ど
も
展て

ん

示じ

さ
れ
、
伯は

く

移い

住
じ
ゅ
う

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
歴れ

き

史し

と
在ざ

い

日に
ち

日に
っ

系け
い

伯は
く

人じ
ん

の
３
０
年ね

ん

を
振ふ

り

　
【
ロ
ン
ド
ン
共

き
ょ
う

同ど
う

】
日に

本ほ
ん

政せ
い

府ふ

が
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

の
発は

っ

信し
ん

拠き
ょ

点て
ん

と
位い

置ち

付づ

け
る
「
ジ
ャ
パ
ン
・

ハ
ウ
ス
」
が
２
１
日に

ち

、
ロ
ン

ド
ン
の
高こ

う

級き
ゅ
う

商し
ょ
う

業ぎ
ょ
う

地ち

ケ
ン

ジ
ン
ト
ン
地ち

区く

に
開か

い

館か
ん

し
た
。

ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
と
米べ

い

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
続つ

づ

い
て
３
カ

所し
ょ

目め

。
ア
ー
ト
や
デ
ザ
イ
ン
、

食し
ょ
くな
ど
を
通つ

う

じ
て
日に

本ほ
ん

の
も

の
づ
く
り
や
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ

な
文ぶ

ん

化か

な
ど
多た

彩さ
い

な
魅み

力り
ょ
くを

紹し
ょ
う

介か
い

す
る
。

　

安あ

倍べ

政せ
い

権け
ん

は
当と

う

初し
ょ

、
ジ
ャ

パ
ン
・
ハ
ウ
ス
を
歴れ

き

史し

認に
ん

識し
き

や
領

り
ょ
う

土ど

問も
ん

題だ
い

で
日に

本ほ
ん

の
立た

ち

場ば

を
世せ

界か
い

に
訴う

っ
た

え
る
場ば

と
す
る

予よ

定て
い

だ
っ
た
が
、
当と

う

面め
ん

は
文ぶ

ん

化か

紹し
ょ
う

介か
い

が
中

ち
ゅ
う

心し
ん

。
開か

い

館か
ん

レ
セ

プ
シ
ョ
ン
に
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
薗そ

の

浦う
ら

健け
ん

太た

郎ろ
う

首し
ゅ

相し
ょ
う

補ほ

佐さ

官か
ん

は
記き

者し
ゃ

団だ
ん

に
「
見け

ん

解か
い

の
相そ

う

違い

が
あ

る
問も

ん

題だ
い

で
、
わ
れ
わ
れ
の
立た

ち

場ば

を
正た

だ

し
く
認に

ん

識し
き

し
て
も
ら

う
取と

り
組く

み
を
発は

っ

信し
ん

し
た
い
」

と
述の

べ
た
。

　

１
階か

い

は
物ぶ

っ

販ぱ
ん

や
展て

ん

示じ

ス

ペ
ー
ス
、
観か

ん

光こ
う

案あ
ん

内な
い

、
２
階か

い

が
レ
ス
ト
ラ
ン
、
地ち

階か
い

は
ギ
ャ

ラ
リ
ー
と
図と

書し
ょ

室し
つ

、
ホ
ー
ル
。

開か
い

館か
ん

に
併あ

わ

せ
て
建け

ん

築ち
く

家か

藤ふ
じ

本も
と

壮そ
う

介す
け

氏し

の
作さ

く

品ひ
ん

を
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る

巡じ
ゅ
ん

回か
い

展て
ん

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

地ち

域い
き

の
魅み

力り
ょ
く

発は
っ

信し
ん

に
も
力ち

か
ら

を

入は
い

れ
、
９
～
１
０
月が

つ

に
は
、

刃は

物も
の

や
洋よ

う

食し
ょ
っ

器き

で
有ゆ

う

名め
い

な
新に

い

潟が
た

県け
ん

燕つ
ば
め

三さ
ん

条じ
ょ
う

地ち

域い
き

の
「
も
の

づ
く
り
」
を
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
企き

画か
く

展て
ん

も
開か

い

催さ
い

、
職

し
ょ
く

人に
ん

ら
の
ワ
ー

こ
の
日ひ

を
き
っ
と
喜よ

ろ
こ

ん
で
い
る

は
ず
」
と
天て

ん

を
見み

上あ

げ
、「
こ

れ
か
ら
が
重

じ
ゅ
う

要よ
う

。
日に

っ

系け
い

人じ
ん

だ

け
で
な
く
、
伯は

く

人じ
ん

も
加く

わ

わ
り
、

一い
っ

生し
ょ
う

懸け
ん

命め
い

に
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を
継け

い

承し
ょ
う

し
て
い
か
な
く
て
は
」
と

遠と
お

く
を
見み

据す

え
た
。

　
　
　
　
　

◎

　

Ｗ
杯カ

ッ
プ

初し
ょ

戦せ
ん

で
コ
ロ
ン
ビ
ア

に
劇げ

き

的て
き

勝し
ょ
う

利り

を
遂と

げ
た
日に

本ほ
ん

代だ
い

表ひ
ょ
う。
注

ち
ゅ
う

目も
く

の
二に

戦せ
ん

目め

、
対た

い

セ
ネ
ガ
ル
戦せ

ん

が
２
４
日か

正
し
ょ
う

午ご

か
ら
始は

じ

ま
る
。
岩い

わ

手て

県け
ん

人じ
ん

会か
い

は
初し

ょ

戦せ
ん

に
続つ

づ

き
、
今こ

ん

回か
い

も

観か
ん

戦せ
ん

会か
い

を
同ど

う

会か
い

館か
ん

（R
u

a 
T

h
o

m
az G

o
n

zag
a, 

9
5

, L
ib

erd
ad

e

）
で
開か

い

催さ
い

す
る
。
同ど

う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
千ち

田だ

会か
い

長ち
ょ
うは
「
前ぜ

ん

回か
い

同ど
う

様よ
う

、
ブ
ラ

ジ
ル
の
テ
レ
ビ
局き

ょ
く

か
ら
取し

ゅ

材ざ
い

依い

頼ら
い

が
来き

て
い
ま
す
。
食た

べ

物も
の

、
飲の

み
物も

の

、
鳴な

り
物も

の

持じ

参さ
ん

で
、
み
な
で
盛も

り
上あ

が
り
ま

し
ょ
う
！
」
と
呼よ

び
か
け
て
い

る
。
試し

合あ
い

開か
い

始し

が
正

し
ょ
う

午ご

な
の

で
そ
の
前ま

え

に
集あ

つ

ま
る
こ
と
。

百ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

で
落ら

く

成せ
い

、
110
周し

ゅ
う

年ね
ん

で
地ち

権け
ん

連れ
ん

邦ぽ
う

政せ
い

府ふ

が
名め

い

義ぎ

変へ
ん

更こ
う

に
署し

ょ

名め
い

返か
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
日に

本ほ
ん

の
ポ
語ご

雑ざ
っ

誌し

「
Ａ
ｌ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ

ａ
」
編へ

ん

集し
ゅ
う

長ち
ょ
うの
エ
ヴ
ィ
ル
ト

ン
・
ト
バ
セ
さ
ん
が
同ど

う

日じ
つ

発は
っ

刊か
ん

し
た
著ち

ょ

書し
ょ

『
１
９
９
１
』

の
無む

料り
ょ
う

配は
い

布ふ

と
サ
イ
ン
会か

い

も

行お
こ
なわ
れ
た
。

　

同ど
う

企き

画か
く

展て
ん

示じ

は
９
月が

つ

２
日か

ま
で
。
７
月が

つ

８
日か

午ご
ご後
２
時じ

か
ら
午ご

ご後
３
時じ

半は
ん

ま
で
は
同ど

う

ビ
ル
１
階か

い

の
会か

い

議ぎ

室し
つ

１
で
公こ

う

「
ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ウ
ス
」
開か

い

館か
ん

ロ
ン
ド
ン
か
ら
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

発は
っ

信し
ん

日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う

１
１
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

眞ま

子こ

さ
ま
、
７
月が

つ

ブ
ラ
ジ
ル
へ

開か
い

講こ
う

座ざ

「
在ざ

い

日に
ち

３
０
年ね

ん

の
体た

い

験け
ん

か
ら
見み

た
ブ
ラ
ジ
ル
と
日に

本ほ
ん

」
が
行お

こ

な
わ
れ
る
。
講こ

う

演え
ん

者し
ゃ

は
９
０
年ね

ん

に
来ら

い

日に
ち

し
た
斉さ

い

藤と
う

俊と
し

夫お

さ
ん
。
９
５
年ね

ん

に
人じ

ん

材ざ
い

派は

遣け
ん

業ぎ
ょ
うな
ど
を
手て

が
け
る

事じ

業ぎ
ょ
う

法ほ
う

人じ
ん

を
設せ

つ

立り
つ

し
た
後あ

と

、

農の
う

業ぎ
ょ
うビ
ジ
ネ
ス
に
も
参さ

ん

入に
ゅ
うし

日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

最さ
い

大だ
い

の
深ふ

か

谷や

ネ
ギ

生せ
い

産さ
ん

者し
ゃ

と
し
て
成せ

い

功こ
う

を
収お

さ

め

て
い
る
。

　

斉さ
い

藤と
う

さ
ん
は
在ざ

い

日に
ち

伯は
く

人じ
ん

学が
っ

校こ
う

「
テ
ィ
ー
・
エ
ス
学が

く

園え
ん

」
を
創そ

う

立り
つ

し
た
ほ
か
、

２
０
１
１
年ね

ん

の
震し

ん

災さ
い

で
は
自じ

家か

用よ
う

バ
ス
で
避ひ

難な
ん

所じ
ょ

を
回ま

わ

り

被ひ

災さ
い

伯は
く

人じ
ん

を
支し

援え
ん

し
た
。
講こ

う

演え
ん

で
は
在ざ

い

日に
ち

伯は
く

人じ
ん

の
現げ

ん

状
じ
ょ
う

や
、
抱か

か

え
て
い
る
課か

題だ
い

、
在ざ

い

日に
ち

伯は
く

人じ
ん

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
存そ

ん

在ざ
い

意い

義ぎ

な
ど
に
つ
い
て
語か

た

る
。

　

開か
い

館か
ん

時じ

間か
ん

は
火か

～
日に

ち

曜よ
う

の

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

か
ら
午ご

後ご

６
時じ

ま
で
。
最さ

い

終し
ゅ
う

入に
ゅ
う

館か
ん

は
午ご

後ご

５
時じ

半は
ん

ま
で
。
入

に
ゅ
う

館か
ん

無む

料り
ょ
う。

旧
きゅう

サントス日
に

本
ほん

人
じん

学
がっ

校
こう

全
ぜん

面
めん

返
へん

還
かん

（７） ２０１８年第５０２５号 	 ６月	２３日	（土曜日）

在ざ
い

日に
ち

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

の
歴れ

き

史し

紹し
ょ
う

介か
い

日に

本ほ
ん

で
も
110
周し

ゅ
う

年ね
ん

企き

画か
く

展て
ん

示じ

横
よこ

浜
はま

海
かい

外
がい

移
い

住
じゅう

資
し

料
りょう

館
かん

名
めい

義
ぎ

変
へん

更
こう

に署
しょ

名
めい

された

開
かいかい

会式
しき

の様
よう

子
す

ブ
ラ
ジ
ル
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

来ら
い
月げ
つ
、
東と
う

京き
ょ
う
代よ

よ々

木ぎ

公こ
う
園え
ん
で

を
見み

る
と
き
、
二に

度ど

と
繰く

り

返か
え

さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
感か

ん

じ
た
。
そ
の
忌い

ま
わ
し
い
記き

憶お
く

は
拭ぬ

ぐ

い
去さ

る
こ
と
が
で
き

な
い
」
と
語か

た

り
、「
こ
の
返へ

ん

還か
ん

実じ
つ

現げ
ん

に
ど
れ
ほ
ど
歳さ

い

月げ
つ

を
要よ

う

し
た
か
。
こ
れ
は
戦せ

ん

争そ
う

と
暴ぼ

う

力り
ょ
くに
抗

あ
ら
が
っ
た
証あ

か
し
だ
。
こ
の
日ひ

を

共と
も

に
迎む

か

え
る
こ
と
が
で
き
感か

ん

激げ
き

だ
」
と
言こ

と

葉ば

を
詰つ

ま
ら
せ

た
。

平へ
い

和わ

へ
の
誓ち

か

い
新あ

ら

た
に

　

サ
ン
ト
ス
市し

は
、
広ひ

ろ

島し
ま

市し

が
主し

ゅ

導ど
う

し
て
世せ

界か
い

１
６
３
カ

国こ
く

、
７
５
９
５
都と

市し

が
参さ

ん

加か

す
る
平へ

い

和わ

首し
ゅ

長ち
ょ
う

会か
い

議ぎ

の
加か

盟め
い

都と

市し

。
南な

ん

米べ
い

で
は
唯ゆ

い

一い
つ

リ

ー
ダ
ー
都と

市し

に
選せ

ん

任に
ん

さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
核か

く

兵へ
い

器き

廃は
い

絶ぜ
つ

の
実じ

つ

現げ
ん

と
と
も
に
人じ

ん

類る
い

の

共き
ょ
う

存ぞ
ん

を
脅お

び
や

か
す
飢き

餓が

、
貧ひ

ん

困こ
ん

、
難な

ん

民み
ん

、
人じ

ん

権け
ん

な
ど
の
諸し

ょ

問も
ん

題だ
い

の
解か

い

決け
つ

、
環か

ん

境き
ょ
う

保ほ

護ご

の

　

最さ
い

後ご

に
パ
ウ
ロ
・
ア
レ
シ
ャ

ン
ド
レ
・
バ
ル
ボ
ー
ザ
同ど

う

市し

長ち
ょ
うも
「
正せ

い

義ぎ

、
平

び
ょ
う

等ど
う

、
尊そ

ん

敬け
い

を
基き

盤ば
ん

と
し
た
新あ

ら

た
な
歴れ

き

史し

の
一い

っ

章し
ょ
うが
開ひ

ら

か
れ
た
。
世せ

界か
い

で
は
過か

激げ
き

主し
ゅ

義ぎ

や
排は

い

外が
い

主し
ゅ

義ぎ

が
蔓

は
び
こ

延
っ
て
い
る
が
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
ブ
ラ
ジ
ル
建け

ん

国こ
く

に
貢こ

う

献け
ん

し
、

築き
ず

い
て
き
た
歴れ

き

史し

は
平へ

い

和わ

な

未み

来ら
い

を
考か

ん
が
え
る
う
え
で
多お

お

く

の
示し

唆さ

を
与あ

た

え
て
く
れ
る
」

と
賞

し
ょ
う

賛さ
ん

。「
こ
の
返へ

ん

還か
ん

は
共

き
ょ
う

同ど
う

の
努ど

力り
ょ
くが
結け

つ

実じ
つ

し
た
結け

っ

果か

だ
」

と
積せ

き

年ね
ん

の
労ろ

う

苦く

を
称た

た

え
た
。

　

式し
き

典て
ん

で
は
、
国こ

く

有ゆ
う

財ざ
い

産さ
ん

管か
ん

理り

局き
ょ
く（
Ｓ
Ｐ
Ｕ
）
の
シ
ド
ラ

ッ
キ
・
デ
・
オ
リ
ベ
イ
ラ
・
コ

レ
ア
・
ネ
ト
局

き
ょ
く

長ち
ょ
う、
テ
ウ
マ
・

デ
・
ソ
ウ
ザ
同ど

う

市し

議ぎ

、
楠

く
す
の
き

彰あ
き
ら

首し
ゅ

席せ
き

領り
ょ
う

事じ

ら
も
祝

し
ゅ
く

辞じ

を

述の

べ
た
。

ガ
で
２
０
日か

、
サ
ン
パ
ウ
ロ

で
２
１
日に

ち

に
そ
れ
ぞ
れ
開ひ

ら

か

れ
る
移い

住じ
ゅ
う１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

に
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
、
あ
い
さ
つ

す
る
。

　

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うを
表

ひ
ょ
う

敬け
い

訪ほ
う

問も
ん

す
る

ほ
か
、
マ
ナ
ウ
ス
や
ト
メ
ア

ス
な
ど
も
訪お

と
ず

れ
、
日に

っ

系け
い

人じ
ん

ら

と
交こ

う

流り
ゅ
う。
米べ

い

国こ
く

を
経け

い

由ゆ

し
て

日に

本ほ
ん

時じ

間か
ん

３
１
日に

ち

に
帰き

国こ
く

す

る
。

ク
シ
ョッ
プ
も
あ
る
。

　

建け
ん

設せ
つ

費ひ

は
約や

く

１
５
０
０
万ま

ん

ポ
ン
ド
（
約や

く

２
２
億お

く

円え
ん

）
で

運う
ん

営え
い

費ひ

は
年ね

ん

７
０
０
万ま

ん

～

８
０
０
万ま

ん

ポ
ン
ド
。
進し

ん

出し
ゅ
つ

日に

本ほ
ん

企き

業ぎ
ょ
うな
ど
を
対た

い

象し
ょ
うに
し
た

会か
い

員い
ん

制せ
い

度ど

も
設も

う

け
る
が
、
安あ

ん

定て
い

的て
き

な
財ざ

い

政せ
い

運う
ん

営え
い

が
課か

題だ
い

だ
。

　
３
カ
所し

ょ

の
総そ

う

合ご
う

プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
で
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
原は

ら

研け
ん

哉や

氏し

は
「
ロ
ン
ド
ン
は
世せ

界か
い

の
情

じ
ょ
う

報ほ
う

文ぶ
ん

化か

の
交こ

う

差さ

点て
ん

だ
」

と
指し

摘て
き

。
マ
イ
ケ
ル
・
フ
ー

リ
ハ
ン
館か

ん

長ち
ょ
う
は
「
日に

本ほ
ん

に
対た

い

す
る
固こ

定て
い

観か
ん

念ね
ん

を
壊こ

わ

し
て
い

き
た
い
」
と
話は

な

し
た
。

オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
に
入は

い

る
。

２
８
日に

ち

ま
で
の
ブ
ラ
ジ
ル
滞た

い

在ざ
い

中ち
ゅ
う、
飛ひ

行こ
う

機き

や
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
、
自じ

動ど
う

車し
ゃ

を
利り

用よ
う

し
、

５
州し

ゅ
う

１
４
都と

市し

を
訪ほ

う

問も
ん

す

る
。

　

１
８
日に

ち

に
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
で
歓か

ん

迎げ
い

行ぎ
ょ
う

事じ

に
出

し
ゅ
っ

席せ
き

。

日に
っ

系け
い

人じ
ん

が
多お

お

く
住す

む
マ
リ
ン

　

在ざ
い

日に
ち

ブ
ラ
ジ
ル
商

し
ょ
う

工こ
う

会か
い

議ぎ

所し
ょ

に
よ
る
『
第だ

い

１
３
回か

い

ブ
ラ
ジ
ル
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
１
８
』
が
来ら

い

月げ
つ

１
４
、１
５
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

１
１
時じ

か
ら
午ご

後ご

８
時じ

ま
で
、
東と

う

京
き
ょ
う

都と

代よ

よ々

木ぎ

公こ
う

園え
ん

で
開か

い

催さ
い

さ
れ

る
。
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

無む

料り
ょ
う。
在ざ

い

東と
う

京
き
ょ
う

伯は
っ

国こ
く

大た
い

使し

館か
ん

、
日に

本ほ
ん

国こ
く

外が
い

務む

省し
ょ
う

後こ
う

援え
ん

。

　

今こ

年と
し

は
伯は

く

人じ
ん

女じ
ょ

性せ
い

歌か

手し
ゅ

の

カ
ル
ラ
・
ヴ
ィ
ジ
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
喉の

ど

自じ

慢ま
ん

大た
い

会か
い

で
外が

い

国こ
く

人じ
ん

と
し
て
初は

つ

優ゆ
う

勝し
ょ
うし
た
日に

っ

系け
い

歌か

手し
ゅ

の
平ひ

ら

田た

ジ
ョ
ー
が
招

し
ょ
う

待た
い

さ

れ
、
歌う

た

声ご
え

を
披ひ

露ろ
う

す
る
。

　

ほ
か
、
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

の
カ
ポ

エ
ラ
団だ

ん

体た
い

に
よ
る
カ
ポ
エ
ラ

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
伯は

く

料
り
ょ
う

理り

、
伯は

く

製せ
い

品ひ
ん

の
販は

ん

売ば
い

な
ど
も

行お
こ

な
わ
れ
る
。

　

詳
し
ょ
う

細さ
い

は
同ど

う

イ
ベ
ン
ト
サ

イ
ト
（h

ttp
://w

w
w

.
festivalbrasil.jp/

）
ま

で
。

が
２
２
日に

ち

、
閣か

く

議ぎ

で
了

り
ょ
う

解か
い

さ

れ
た
。

　

１
７
日に

ち

に
羽は

ね

田だ

発は
つ

の
民み

ん

間か
ん

機き

で
出

し
ゅ
っ

発ぱ
つ

。
ド
イ
ツ
を
経け

い

由ゆ

し
、
現げ

ん

地ち

時じ

間か
ん

１
８
日に

ち

に
リ

　
【
共

き
ょ
う

同ど
う

】
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う

１ 
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

に
当あ

た
り
、
秋あ

き

篠
し
の
の

宮み
や

家け

の
長

ち
ょ
う

女じ
ょ

眞ま

子こ

さ
ま
が
７

月が
つ

１
７
～
３
１
日に

ち

、
ブ
ラ
ジ

ル
を
公こ

う

式し
き

訪ほ
う

問も
ん

さ
れ
る
こ
と



１６日
にち

朝
あさ

６時
じ

、リベルダーデ体
たい

操
そう

記
き

念
ねん

塔
とう

の前
まえ

で、同
どう

体
たい

操
そう

会
かい

の皆
みな

さんと顔
かお

合
あ

わせをして元
げ ん き

気に記
き

念
ねん

撮
さつ

影
えい

　

ブ
ラ
ジ
ル
・
ラ
ジ
オ
体た

い

操そ
う

連れ
ん

盟め
い

（
木き

の

下し
た

ジョ
ル
ジ
会か

い

長ち
ょ
う）
は
今こ

年と
し

で
創そ

う

立り
つ

４
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

。
今こ

ん

月げ
つ

１
７
日に

ち

に
日に

本ほ
ん

の
全ぜ

ん

国こ
く

ラ
ジ
オ
体た

い

操そ
う

連れ
ん

盟め
い

か
ら
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

２
６
人に

ん

を
迎む

か

え
て
「
第だ

い

３
６
回か

い

ラ
ジ

オ
体た

い

操そ
う

一い
ち

万ま
ん

人に
ん

大た
い

会か
い

」
と
「
創そ

う

立り
つ

４
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

晩ば
ん

餐さ
ん

会か
い

」
を
開か

い

催さ
い

し
た
。
大た

い

会か
い

に
は
全ぜ

ん

伯ぱ
く

の
支し

部ぶ

か
ら
９
０
０
人に

ん

が
駆か

け
つ
け
、一い

っ

斉せ
い

に
ラ
ジ
オ
体た

い

操そ
う

を
し
た
。
晩ば

ん

餐さ
ん

会か
い

で
は
木き

の

下し
た

会か
い

長ち
ょ
うが
サ

ン
パ
ウ
ロ
市し

議ぎ

会か
い

か
ら
名め

い

誉よ

市し

民み
ん

の
称

し
ょ
う

号ご
う

を
贈お

く

ら
れ
る
な
ど
し
、
祝

し
ゅ
く

福ふ
く

ム
ー
ド
一い

っ

色し
ょ
くと
な
っ
た
。

ば
、
今こ

年と
し

１
１
月が

つ

に
「
ラ
ジ
オ

体た
い

操そ
う

生せ
い

誕た
ん

９
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

」
を
迎む

か

え

る
こ
と
か
ら
、
日に

本ほ
ん

ラ
ジ
オ
体た

い

操そ
う

愛あ
い

好こ
う

会か
い

が
特と

く

別べ
つ

に
企き

画か
く

し
、

こ
の
よ
う
な
大だ

い

規き

模ぼ

な
慶け

い

祝
し
ゅ
く

団だ
ん

が
来き

た

る
こ
と
に
な
っ
た
と
い

う
。

　
　
　
　
　

◎

　

翌よ
く

１
７
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

９
時じ

半は
ん

か

ら
は
「
第だ

い

３
６
回か

い

ラ
ジ
オ
体た

い

操そ
う

一い
ち

万ま
ん

人に
ん

大た
い

会か
い

」が
チ
エ
テ
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
行お

こ
な

わ
れ
、
全ぜ

ん

伯ぱ
く

の
支し

部ぶ

か
ら
約や

く

９
０
０
人に

ん

が
集あ

つ

ま
っ
た
。
来ら

い

賓ひ
ん

に
在ざ

い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

の
中な

か

富と
み

瑤よ
う

介す
け

副ふ
く

領り
ょ
う

事じ

、
サ

ン
パ
ウ
ロ
市し

第だ
い

４
地ち

区く

体た
い

操そ
う

評
ひ
ょ
う

議ぎ

会か
い

の
ネ
ル
ソ
ン
・
レ
ミ
・
ダ
・

シ
ル
ヴ
ァ
・
ジュ
ニ
ア
会か

い

長ち
ょ
う、
飯い

い

星ほ
し

ワ
ル
テ
ル
、
安あ

部べ

順じ
ゅ
ん

二じ

両
り
ょ
う

連れ
ん

邦ぽ
う

下か

議ぎ

、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

の

野の

村む
ら

ア
ウ
レ
リ
オ
、
羽は

藤と
う

ジ
ョ

ル
ジ
両

り
ょ
う

市し

議ぎ

、
モ
ジ
・
ダ
ス
・

ク
ル
ー
ゼ
ス
市し

の
ア
ベ
・
ジュ
リ

ア
ー
ノ
副ふ

く

市し

長ち
ょ
う、
ブ
ラ
ジ
ル
健け

ん

康こ
う

体た
い

操そ
う

協き
ょ
う

会か
い

の
川か

わ

添ぞ
え

敏と
し

江え

会か
い

長ち
ょ
う、
二に

の

宮み
や

正ま
さ

人と

弁べ
ん

護ご

士し

が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
。

　

木き
の

下し
た

会か
い

長ち
ょ
うは
挨あ

い

拶さ
つ

で
「
私わ

た
し
た

ち
は
こ
れ
ま
で
に
サ
ン
パ
ウ
ロ
の

文ぶ
ん

化か

的て
き

な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参さ

ん

加か

し
、ラ
ジ
オ
体た

い

操そ
う

を
普ふ

及き
ゅ
うし
、

病や
ま
いを
防ふ

せ

ぐ
た
め
の
一い

ち

番ば
ん

の
薬く

す
り

だ

と
伝つ

た

え
て
き
た
。
ま
た
、
日に

本ほ
ん

か
ら
指し

導ど
う

員い
ん

を
招ま

ね

く
な
ど
日に

本ほ
ん

と
の
交こ

う

流り
ゅ
うを
続つ

づ

け
て
き
た
。
こ

れ
か
ら
も
こ
の
活か

つ

動ど
う

を
精せ

い

力り
ょ
く

的て
き

に
行

お
こ
な

っ
て
い
く
」
と
高た

か

ら
か
に

宣せ
ん

言げ
ん

し
た
。

　

中な
か

富と
み

副ふ
く

領り
ょ
う

事じ

は
「
日に

本ほ
ん

で

ラ
ジ
オ
体た

い

操そ
う

は
１
９
２
８
年ね

ん

に

昭し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

の
即そ

く

位い

を
祝い

わ

う
事じ

業ぎ
ょ
うの
一い

っ

環か
ん

と
し
て
始は

じ

ま
り
、
そ

の
後ご

、学が
っ

校こ
う

で
行お

こ
な
う
よ
う
に
な
っ

た
。
今こ

ん

後ご

も
日に

っ

伯ぱ
く

両り
ょ
う

国こ
く

民み
ん

の

た
め
に
こ
の
健け

ん

康こ
う

的て
き

な
体た

い

操そ
う

が

ず
っ
と
続つ

づ

い
て
ほ
し
い
」
と
話は

な

し

関か
ん

係け
い

づ
く
り
に
役や

く

立だ

って
い
る
」

と
し
、「
定て

い

年ね
ん

後ご

、
地ち

域い
き

に
仲な

か

間ま

が
い
な
く
て一ひ

と

人り

ぼ
っ
ち
に
な
って

し
ま
う
人ひ

と

が
多お

お

い
。
ラ
ジ
オ
体た

い

操そ
う

は
ひ
と
つ
の
コ
ミ
ュニ
ティに
な

る
。
毎ま

い

朝あ
さ

や
って
い
て
た
ま
に
休や

す

む
と
メ
ン
バ
ー
が
心し

ん

配ぱ
い

し
て
く
れ

る
。
心こ

こ
ろの
よ
り
ど
こ
ろ
に
も
な
り

ま
す
ね
」
と
話は

な

し
た
。

　

宮み
や

本も
と

紀き

美み

子こ

さ
ん
（
７
０

代だ
い

、
二に

世せ
い

）
は
長な

が

年ね
ん

、
同ど

う

連れ
ん

盟め
い

の
会か

い

計け
い

を
担た

ん

当と
う

し
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
うを

受う

け
た
。「
健け

ん

康こ
う

の
た
め
に
始は

じ

め
た
け
ど
、
今い

ま

は
こ
こ
の
仲な

か

間ま

と
一い

っ

緒し
ょ

に
い
る
の
が
心こ

こ

地ち

い
い
。

ラ
ジ
オ
体た

い

操そ
う

以い

外が
い

に
ピ
ク
ニ
ッ

ク
に
行い

っ
た
り
す
る
の
よ
」
と

言い

う
。「
若わ

か

い
と
き
は
テ
ニ
ス

を
や
っ
て
い
た
け
ど
、
今い

ま

は
無む

理り

ね
。
ラ
ジ
オ
体た

い

操そ
う

は
高こ

う

齢れ
い

で

も
楽た

の

し
く
健け

ん

康こ
う

に
出で

来き

る
か
ら

い
い
」
と
笑え

顔が
お

で
話は

な

し
た
。

　
２
５
年ね

ん

前ま
え

か
ら
ラ
ジ
オ
体た

い

操そ
う

に
参さ

ん

加か

し
て
い
る
坂さ

か

元も
と

悦え
つ

子こ

さ

ん
（
７
７
、
三さ

ん

世せ
い

）
は
「
普ふ

段だ
ん

は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語ご

ば
か
り
話は

な

し

て
い
る
。
ラ
ジ
オ
体た

い

操そ
う

の
と
き
だ

け
、
日に

っ

系け
い

の
仲な

か

間ま

と
会あ

う
か
ら

日に

本ほ
ん

語ご

を
話は

な

す
か
ら
日に

本ほ
ん

語ご

を

忘わ
す

れ
な
い
で
す
む
わ
」と
話は

な

し
た
。

　

ラ
ジ
オ
体た

い

操そ
う

は
移い

民み
ん

に
よ
っ

て
持も

ち
込こ

ま
れ
た
。
神こ

う

戸べ

の
移い

民み
ん

収し
ゅ
う

容よ
う

所じ
ょ

で
早そ

う

朝ち
ょ
うに
行お

こ
な
わ
れ
て

事じ

長ち
ょ
うは
昨さ

く

年ね
ん

の
県け

ん

連れ
ん

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
の
と
き
と
今こ

ん

回か
い

２
年ね

ん

連れ
ん

続ぞ
く

で

来ら
い

伯は
く

。
現げ

ん

在ざ
い

８
１
歳さ

い

な
が
ら
、

ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
ラ
ジ
オ
体た

い

操そ
う

普ふ

及き
ゅ
うに
努つ

と

め
続つ

づ

け
て
い
る
。

長な
が

野の

副ふ
く

理り

事じ

長ち
ょ
うは
２
０
０
３

年ね
ん

、
１
３
年ね

ん

に
続つ

づ

き
３
回か

い

目め

の

来ら
い

伯は
く

。「
ラ
ジ
オ
体た

い

操そ
う

が
地ち

域い
き

の

い
た
も
の
が
、
航こ

う

海か
い

中ち
ゅ
うも
継け

い

続ぞ
く

さ
れ
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
着つ

き
、
広ひ

ろ

ま
っ
た
。サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

内な
い

で
は
、

１
９
４
０
年ね

ん

か
ら
日に

っ

伯ぱ
く

実じ
っ

科か

女じ
ょ

学が
っ

校こ
う

が
、そ
の
後ご

、赤あ
か

間ま

学が
く

園え
ん

が
、

そ
れ
ぞ
れ
寮

り
ょ
う

生せ
い

に
毎ま

い

朝あ
さ

実じ
っ

施し

さ

せ
て
い
た
と
い
う
。

　

戦せ
ん

後ご

は
記き

録ろ
く

に
残の

こ

っ
て
い
る

も
の
と
し
て
、
５
０
年ね

ん

に
ミ
ラ

ン
ド
ポ
リ
ス
で
を
行

お
こ
な

っ
て
い
た

よ
う
だ
が
、
そ
の
と
き
は
ブ
ラ

ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

へ
の
普ふ

及き
ゅ
うに
は
至い

た

ら

な
か
っ
た
。
６
０
年ね

ん

に
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

師し

ら
が
ラ
ジ
オ
体た

い

操そ
う

レ
コ
ー

ド
の
複ふ

く

製せ
い

の
許き

ょ

可か

を
取と

り
、
体た

い

操そ
う

の
図ず

解か
い

と
と
も
に
配は

い

布ふ

し
た

と
こ
ろ
、
全ぜ

ん

伯ぱ
く

的て
き

に
広ひ

ろ

く
行ゆ

き

渡わ
た

っ
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
・
ラ
ジ
オ
体た

い

操そ
う

連れ
ん

盟め
い

は
、
７
８
年ね

ん

１
０
月が

つ

１
日に

ち

に
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
商

し
ょ
う

工こ
う

会か
い

の
「
体た

い

操そ
う

部ぶ

」
と
し
て
発ほ

っ

足そ
く

し
た
。
翌よ

く

年と
し

、
日に

本ほ
ん

か
ら
東と

う

京き
ょ
う

都と

ラ
ジ
オ

体た
い

操そ
う

会か
い

連れ
ん

盟め
い

常じ
ょ
う

任に
ん

理り

事じ

の
宮み

や

内う
ち

あ
い
先せ

ん

生せ
い

が
来ら

い

伯は
く

し
指し

導ど
う

に

あ
た
っ
た
。
以い

降こ
う

、
日に

本ほ
ん

の
指し

導ど
う

員い
ん

を
ブ
ラ
ジ
ル
に
招

し
ょ
う

聘へ
い

し
指し

導ど
う

を
仰あ

お

い
だ
り
、
記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

に

慶け
い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

と
し
て
参さ

ん

加か

し
て
も
ら

祝し
ゅ
く

福ふ
く

ム
ー
ド
の
晩ば

ん

餐さ
ん

会か
い

た
。

　

飯い
い

星ほ
し

連れ
ん

邦ぽ
う

下か

議ぎ

は
「
４
０

年ね
ん

前ま
え

、
両

り
ょ
う

親し
ん

が
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ

広ひ
ろ

場ば

の
ラ
ジ
オ
体た

い

操そ
う

に
参さ

ん

加か

し

て
い
た
の
を
思お

も

い
出だ

す
。
私わ

た
し

も

連つ

れ
て
行い

か
れ
、
早そ

う

朝ち
ょ
うか
ら
両

り
ょ
う

親し
ん

が
体た

い

操そ
う

す
る
の
を
見み

て
い
た
」

と
思お

も

い
出だ

し
、「
ラ
ジ
オ
体た

い

操そ
う

は
生せ

い

活か
つ

の
質し

つ

を
高た

か

め
る
た
め
に

と
て
も
重

じ
ゅ
う

要よ
う

だ
。
身か

ら
だ体
だ
け
で

な
く
心こ

こ
ろ

も
健け

ん

康こ
う

に
す
る
こ
と
に

成せ
い

功こ
う

し
て
い
る
」
と
話は

な

し
た
。

　

挨あ
い

拶さ
つ

の
後あ

と

、
全ぜ

ん

員い
ん

で
ラ
ジ
オ

体た
い

操そ
う

が
行お

こ
な

わ
れ
た
。
赤あ

か

の
ラ
イ

ン
が
入は

い

っ
た
ジ
ャ
ー
ジ
や
ポ
ロ

シ
ャ
ツ
を
見み

に
包つ

つ

ん
だ
９
０
０

人に
ん

が
、
動う

ご

き
を
指し

示じ

す
る
声こ

え

と

リ
ズ
ム
に
合あ

わ
せ
て
実じ

つ

演え
ん

。
ラ

ジ
オ
体た

い

操そ
う

第だ
い

一い
ち・第だ
い

二に

の
ほ
か
に
、

「
み
ん
な
の
体た

い

操そ
う

」「
よ
ろ
こ
び

の
歌う

た

体た
い

操そ
う

」「
東と

う

京き
ょ
う

五ご

輪り
ん

音お
ん

頭ど

‐
２
０
２
０
‐
」、
リ
ズ
ム
健け

ん

康こ
う

体た
い

操そ
う

「
野の

に
咲さ

く
花は

な

の
よ
う

に
」
を
踊お

ど

り
汗あ

せ

を
流な

が

し
た
。

　
「
創そ

う

立り
つ

４
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

晩ば
ん

餐さ
ん

会か
い

」

は
午ご

後ご

７
時じ

か
ら
ニ
ッ
ケ
イ
パ
レ

ス
ホ
テ
ル
で
行お

こ
な

わ
れ
た
。
全ぜ

ん

国こ
く

ラ
ジ
オ
体た

い

操そ
う

連れ
ん

盟め
い

９
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

、

日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

も
併あ

わ

せ

て
祝し

ゅ
く
し
華は

な

や
か
な
雰ふ

ん

囲い

気き

の
中な

か

、

執と

り
行お

こ
な
わ
れ
た
。

　

晩ば
ん

餐さ
ん

会か
い

に
は
野の

口ぐ
ち

泰や
す
し

在ざ
い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

の
松ま

つ

尾お

治お
さ
む

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
う、

リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
商

し
ょ
う

工こ
う

会か
い

の
池い

け

崎ざ
き

博ひ
ろ

文ふ
み

会か
い

長ち
ょ
うら
も
出

し
ゅ
っ

席せ
き

。
木き

の

下し
た

会か
い

長ち
ょ
うは
、
野の

村む
ら

市し

議ぎ

の
発は

つ

案あ
ん

に
よ

り
市し

議ぎ

会か
い

か
ら
名め

い

誉よ

市し

民み
ん

の
称

し
ょ
う

号ご
う

を
授じ

ゅ

与よ

さ
れ
た
。

　

木き
の

下し
た

会か
い

長
ち
ょ
う

は
「
私わ

た
し
は
５
０
歳さ

い

に

な
って
ラ
ジ
オ
体た

い

操そ
う

を
始は

じ

め
た
。
高こ

う

齢れ
い

に

な
って
も
元げ

ん

気き

に
過す

ご
せ
る
こ
と
を
教お

し

え

て
く
れ
た
ラ
ジ
オ
体た

い

操そ
う

指し

導ど
う

者し
ゃ

の
皆み

な

さ
ん
に
感か

ん

謝し
ゃ

し
ま
す
」
と
謝し

ゃ

意い

を
述の

べ
た
。

　

全ぜ
ん

国こ
く

ラ
ジ

オ
体た

い

操そ
う

連れ
ん

盟め
い

の
青あ

お

山や
ま

理り

事じ

長ち
ょ
う、
長な

が

野の

信し
ん

一い
ち

副ふ
く

理り

事じ

長ち
ょ
う、

佐さ

藤と
う

幸こ
う

一い
ち

監か
ん

事じ

ら
が
こ
れ

ま
で
の
功こ

う

績せ
き

を
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

さ
れ

た
。
青あ

お

山や
ま

理り

う
な
ど
、
日に

っ

伯ぱ
く

間か
ん

の
交こ

う

流り
ゅ
うが
盛さ

か

ん
に
続つ

づ

け
ら
れ
て
い
る
。

　

８
５
年ね

ん

に
「
サ
ン
パ
ウ
ロ
・

ラ
ジ
オ
体た

い

操そ
う

連れ
ん

盟め
い

」
が
結け

っ

成せ
い

さ

れ
、
９
１
年ね

ん

に
「
ブ
ラ
ジ
ル
・

ラ
ジ
オ
体た

い

操そ
う

連れ
ん

盟め
い

」
と
改か

い

称し
ょ
うさ

れ
た
。現げ

ん

在ざ
い

、聖せ
い

州し
ゅ
うの
ほ
か
に
マッ

ト
グ
ロ
ッ
ソ
・
ド
・
ス
ル
州し

ゅ
う
や
ミ

ナ
ス
ジ
ェ
ラ
イ
ス
州し

ゅ
う
な
ど
に
４
８

支し

部ぶ

あ
り
、
会か

い

員い
ん

は
３
千ぜ

ん

人に
ん

以い

上じ
ょ
うに
上の

ぼ

る
。

　

リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
広ひ

ろ

場ば

の
ラ
ジ

オ
体た

い

操そ
う

の
記き

念ね
ん

塔と
う

は
ブ
ラ
ジ
ル・

ラ
ジ
オ
体た

い

操そ
う

連れ
ん

盟め
い

が
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
た
８
８
年ね

ん

に
除じ

ょ

幕ま
く

式し
き

を

行お
こ
な

っ
た
。
そ
の
後ご

、
９
４
年ね

ん

と

９
６
年ね

ん

に
そ
れ
ぞ
れ
サ
ン
パ
ウ

ロ
市し

と
州し

ゅ
うで
６
月が

つ

１
８
日に

ち

が「
ラ

ジ
オ
体た

い

操そ
う

の
日ひ

」
と
し
て
制せ

い

定て
い

さ
れ
て
い
る
。

　

今こ
ん

回か
い

３
６
回か

い

目め

を
迎む

か

え
た

「
ラ
ジ
オ
体た

い

操そ
う

一い
ち

万ま
ん

人に
ん

大た
い

会か
い

」

は
８
５
年ね

ん

に
始は

じ

ま
っ
た
。
８
８

年ね
ん

と
９
０
年ね

ん

に
２
回か

い

あ
っ
た
が
、

そ
れ
以い

外が
い

は
年ね

ん

に
１
回か

い

行お
こ
なわ

れ
、
現げ

ん

在ざ
い

に
至い

た

って
い
る
。

ブ
ラ
ジ
ル
の
ラ
ジ
オ
体た

い

操そ
う

の
歴れ

き

史し

９００人
にん

が乱
みだ

れなく整
せい

列
れつ

ラ
ジ
オ
体た

い

操そ
う

生せ
い

誕た
ん

９
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

挨
あい

拶
さつ

する長
ながの

野副
ふく

理
りじちょう

事長

表
ひょうしょう

彰を受
う

ける青
あお

山
やま

理
りじちょう

事長（中
ちゅうおう

央）

名
めい

誉
よ

市
し

民
みん

の称
しょうごう

号を受
う

ける木
きの

下
した

会
かい

長
ちょう

（左
ひだり

）

全
ぜん

国
こく

ラジオ体
たい

操
そう

連
れん

盟
めい

慶
けい

祝
しゅく

団
だん

員
いん

青
あお

山
やま

敏
とし

彦
ひこ

理
り

事
じ

長
ちょう

、長
なが

野
の

信
しん

一
いち

副
ふく

理
り

事
じ

長
ちょう

、廣
ひろ

島
しま

忠
ただ

士
し

理
り

事
じ

、佐
さ

藤
とう

幸
こう

一
いち

監
かん

事
じ

、

小
お

沼
ぬま

三
みつ

男
お

マネージャー、櫻
さくら

田
だ

敬
けい

子
こ

指
し

導
どう

委
い

員
いん

、大
おお

石
いし

美
み

雪
ゆき

指
し

導
どう

委
い

員
いん

、斉
さい

野
の

平
ひら

良
よし

昭
あき

指
し

導
どう

士
し

、斉
さい

野
の

平
ひら

律
りつ

子
こ

さん、

鈴
すず

木
き

武
たけ

男
お

指
し

導
どう

士
し

、大
おお

嶋
しま

正
まさ

和
かず

指
し

導
どう

士
し

、武
たけ

田
だ

洋
よう

子
こ

指
し

導
どう

士
し

、手
て

塚
づか

喜
よし

子
こ

指
し

導
どう

士
し

、斉
さい

藤
とう

秀
ひで

子
こ

指
し

導
どう

士
し

、花
はな

田
だ

由
ゆ

美
み

子
こ

指
し

導
どう

士
し

、高
たか

成
なり

田
た

和
かず

子
こ

指
し

導
どう

士
し

、土
つち

屋
や

光
みつ

子
こ

指
し

導
どう

士
し

、鈴
すず

木
き

ルミ子
こ

さん、西
にし

川
かわ

壽
とし

子
こ

さん、脇
わき

坂
さか

昭
しょう

司
じ

さん、加
か

藤
とう

敏
とし

子
こ

指
し

導
どう

士
し

、金
かね

子
こ

典
のり

子
こ

指
し

導
どう

士
し

、齋
さい

藤
とう

正
まさ

路
みち

指
し

導
どう

士
し

、田
た

中
なか

季
とし

彦
ひこ

指
し

導
どう

士
し

、

長
なが

原
はら

一
かず

男
お

指
し

導
どう

士
し

、田
た

邉
なべ

雅
まさ

子
こ

指
し

導
どう

員
いん

（26名
めい

）

る
メ
ン
バ
ー
ら
約や

く

４
０
人に

ん

と
、

前ぜ
ん

日じ
つ

に
到と

う

着ち
ゃ
くし
た
ば
か
り
の
日に

本ほ
ん

か
ら
の
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

の
顔か

お

合あ

わ
せ

が
行お

こ

な
わ
れ
た
。
リ
ベ
ル
ダ
ー

デ
・
ラ
ジ
オ
体た

い

操そ
う

会か
い

の
鹿か

の

又ま
た

信し
ん

一い
ち

会か
い

長ち
ょ
うか

ら
歴れ

き

史し

が
紹

し
ょ
う

介か
い

さ
れ
、
一い

っ

緒し
ょ

に
ラ
ジ
オ
体た

い

操そ
う

を
し
、

ブ
ラ
ジ
ル
側が

わ

か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
贈お

く

ら
れ
、
記き

念ね
ん

撮さ
つ

影え
い

な
ど
を

し
た
。

　

全ぜ
ん

国こ
く

ラ
ジ
オ
体た

い

操そ
う

連れ
ん

盟め
い

の

青あ
お

山や
ま

敏と
し

彦ひ
こ

理り

事じ

長ち
ょ
うの

話は
な
しに

よ
れ

  

圧あ
っ

巻か
ん

！ 
９
０
０
人に

ん

の

ラ
ジ
オ
体た

い

操そ
う

　

１
６
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

６
時じ

、
サ
ン
パ

ウ
ロ
市し

の
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
広ひ

ろ

場ば

で
は
、
い
つ
も
通ど

お

り
体た

い

操そ
う

を
す

　

人に
ん

で
一い

っ

糸し

乱み
だ

れ
ず
実じ

つ

演え
ん

慶け
い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

２
６
人に

ん

来ら
い

伯は
く

、盛せ
い

大だ
い

に
祝い

わ

う

900
伯

はく

ラジオ体
たい

操
そう

連
れん

盟
めい

40周
しゅう

年
ねん

祝
いわ

う

「４０周
しゅうねん

年ケーキ」をカットして祝
いわ

った
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